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■特集「町が学術研究を助成」
■「デジタル化対応への
　　助成金制度のお知らせ」
■ニュースラッシュ
■インフォメーション
■行政あらかると
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「消防操法県大会」（→4ページ）
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香川大学経済学部・西成准教授（左から２人目）と学生ら。

香大生の古街調査など3件採択
　
町
で
は
、
自
然
環
境
や
史
跡
を
未

来
へ
の
財
産
と
し
て
効
果
的
な
保
全

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
を
活
用
し
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
役
立
て
る
た
め
、
今
年
度

か
ら
基
礎
・
応
用
研
究
を
幅
広
く
支

援
す
る
学
術
研
究
に
対
す
る
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
３
件
を
採
択
し
、
現
在
、

調
査
・
研
究
の
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。

　　
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
中
央
部
に

位
置
す
る
宇
多
津
町
は
、
ウ
ミ
ホ
タ

ル
を
は
じ
め
貴
重
な
動
植
物
の
生
息

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
当
地
は
、
古
く
か
ら
瀬
戸
内

沿
岸
の
要
所
で
も
あ
り
、
神
社
仏
閣

や
町
家
な
ど
が
残
る
古
街
と
呼
ば
れ

る
旧
市
街
地
、
こ
ん
ぴ
ら
街
道
跡
な

ど
、
歴
史
的
に
も
非
常
に
重
要
な
史

跡
が
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境

や
史
跡
を
未
来
へ
の
財
産
と
し
て
効

果
的
に
保
全
し
つ
つ
、
保
全
と
活
用

に
役
立
つ
基
礎
・
応
用
研
究
を
広
く

支
援
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
、
町

の
活
性
化
や
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
こ
の
助
成
事
業
で
研
究
対
象
と
な

る
テ
ー
マ
。

●
町
内
の
自
然
環
境
及
び
生
態
を
対

象
と
す
る
分
野
　

●
町
内
の
歴
史
、
文
化

●
社
会
、
産
業
等
を
対
象
と
す
る
分

野
、
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
連
す
る

分
野

●
そ
の
他
町
に
直
接
関
係
す
る
研
究

分
野

　
応
募
資
格
は
▽
大
学
生
・
大
学
院

生
▽
大
学
、
研
究
機
関
等
の
教
官
、

研
究
員
▽
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
等
の
教
職
員
▽
そ
の
他
、
宇
多

津
町
の
自
然
環
境
や
文
化
風
習
等
に

関
心
を
持
つ
方

　
本
年
度
の
研
究
期
間
は
、
原
則
、

平
成
23
年
２
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
事
業
完
了
後
、
研
究
成
果
は
、

町
内
で
町
民
向
け
に
講
演
・
解
説
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
本
年
度
、
応
募
が
あ
っ
た
中
か
ら
、

審
査
し
て
採
択
し
た
３
件
を
紹
介
し

ま
す
。

『
空
き
家
マ
ッ
プ
作
成
を
通
じ
た
宇

多
津
町
の
町
並
み
形
成
支
援
に
関
す

る
研
究
』

ー
香
川
大
学
経
済
学
部

西
成
　
典
久
准
教
授

　
町
家
や
社
寺
な
ど
が
残
る
町
中
心

部
の
古
街
の
空
き
家
。
住
み
手
が
い

な
い
と
住
み
手
の
い
る
家
屋
よ
り
傷

み
も
早
い
。
伝
統
的
な
家
屋
も
数
年

で
朽
ち
る
危
険
も
あ
る
、
西
成
准
教

授
と
学
生
に
は
こ
う
し
た
思
い
が
あ

り
、
空
き
家
対
策
を
通
じ
た
古
街
の

将
来
像
を
考
え
、
調
査
研
究
を
通
じ

て
古
街
の
連
続
し
た
街
並
み
形
成
を

支
援
し
た
い
と
し
て
い
る
。

ー
調
査
の
目
的
は

　「
宇
多
津
町
市
街
地
の
空
き
家

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
空
き
家
対
策
の

一
環
と
し
て
、
伝
統
を
残
し
た
ま
ち

づ
く
り
策
を
考
察
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
旧
市
街
地
の
空
き

家
の
現
状
把
握
を
し
ま
す
。
設
定
し

町
が
学
術
研
究
を
助
成

　
　
実
態
把
握
し
街
並
み
保
全
等
に

助
成
事
業
の
目
的

対
象
と
な
る
研
究
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地元の塩づくり経験者と

町内で調査中の２人

た
モ
デ
ル
地

区
に
お
け
る

空
き
家
の
潜

在
的
な
危
険

性
を
指
摘
し

て
、
空
き
家

対
策
か
ら
旧

市
街
地
の
今

後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
提

案
し
ま
す
」

ー
現
在
の
状
況
は

  「
現
地
を
見
て
回
っ
た
り
、
住
民
の

話
を
聞
い
た
り
し
て
、
具
体
的
な
情

報
を
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

『
宇
多
津
町
に
お
け
る
塩
田
跡
地
の

土
地
利
用
変
化
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る

地
理
学
的
研
究
』

ー
東
京
大
学
教
養
学
部
３
年
　

広
域
科
学
人
文
地
理
教
室
　

内
波
　
聖
也
さ
ん

　
現
在
、
東
京
在
住
で
、
出
身
は
兵

庫
県
。
21
歳
。

　
町
の
基
幹
産
業
だ
っ
た
塩
田
は
１

９
７
２
年
、
完
全
に
廃
止
さ
れ
れ
、

通
常
で
あ
れ
ば
基
幹
産
業
が
失
わ
れ

た
こ
と
で
、
雇
用
の
場
が
な
く
な
り
、

人
口
の
流
出
が
予
想
さ
れ
る
が
、
現

在
、
県
内
で
も
人
口
増
加
率
が
高
く
、

財
政
的
に
も
優
良
な
自
治
体
に
な
っ

て
い
ま
す
。「
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た

ま
ち
を
見
る
と
人
口
が
減
少
し
続
け

て
い
る
」

ー
。
こ
う
し
た
ふ
る
さ

と
へ
の
思
い
も
重
な
り
、
応
募
を
決

意
し
た
。

ー
調
査
の
目
的
は

  「
資
料
と
現
地
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
交
え
て
、
基
幹
産
業
を
失
っ
た
町

が
、
県
内
で
も
豊
か
な
自
治
体
の
一

つ
に
な
っ
た
プ
ロ
セ
ス
や
軌
跡
を
、

土
地
利
用
変
化
に
焦
点
を
あ
て
て
考

察
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
り
た

い
」
　
９
月
は
高
松
市
内
の
ホ
テ
ル
に
滞

在
し
な
が
ら
、
連
日
、
町
内
で
調
査

を
展
開
。
写
真
を
撮
る
な
ど
の
資
料

集
め
や
行
政
の
担
当
者
、
旧
塩
田
の

所
有
者
ら
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
今
後
、

調
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
完
成
さ

せ
た
い
、
と
熱
意
を
み
せ
る
。

ー
宇
多
津
の
印
象
は

「
新
旧
の
町
の
対
比
が
特
徴
的
で
す

ね
」

『
古
街
周
辺
市
街
地
の
町
並
み
景
観

デ
ジ
タ
ル
化
記
録
作
成
と
そ
の
活
用

方
策
の
検
討
』

ー
岡
山
理
科
大
学
総
合
情
報
学
部

建
築
学
科
４
年
　
　
　

松
尾
展
秀
さ
ん

松
尾
辰
則
さ
ん

　
か
つ
て
塩
の
町
と
し
て
栄
え
た
宇

多
津
町
の
旧
市
街
地
に
は
、
歴
史
的
・

文
化
的
価
値
の
あ
る
寺
院
や
町
家
な

ど
、
伝
統
的
建
造
物
が
集
ま
っ
て
独

特
の
街
並
み
景
観
を
形
成
し
て
い

る
。
２
人
と
指
導
教
官
の
緒
方
清
隆

教
授
に
話
を
う
か
が
っ
た
。

ー
こ
の
調
査
の
目
的
は

「
建
築
物
の
老
朽
化
が
進
み
、
建
て

替
え
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
街

並
み
保
全
や
修
景
計
画
検
討
の
基
礎

的
な
資
料

と
し
て
町

の
姿
を
イ

メ
ー
ジ

し
、
共
有

で
き
る
よ

う
に
、
現

状
の
街
並

み
を
デ
ジ

タ
ル
化
し

て
記
録
・

保
存
し
ま
す
」

ー
今
後
の
取
り
組
み
は

　「
地
域
住
民
や
町
が
、
街
並
み
保

全
、
修
景
や
景
観
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
際
に
、

活
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
。
町
並
み
保

全
・
修
景
へ
の
住
民
の
関
心
を
深
め

た
い
」

ー
宇
多
津
の
印
象
は

　「
新
旧
（
新
都
市
と
古
街
）
の
文

化
が
、
共
働
の
ま
ち
づ
く
り
な
か
で

融
合
で
き
れ
ば
、
町
が
魅
力
的
に
な

る
の
で
は
」

●
担
当
課
よ
り

　
い
ま
、
研
究
者
が
来
町
し
、
調
査

を
し
て
い
ま
す
。
成
果
の
発
表
は
23

年
度
に
予
定
し
て
い
て
、
今
か
ら
結

果
が
楽
し
み
で
す
。
外
か
ら
の
目
線

と
新
し
い
視
点
で
町
の
こ
と
を
考
え

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
町
政
策
調
整
室
　
蛭
子
・
玉
井
）
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小型ポンプの部で郡内初の快挙

　合図とともに、ホー

スを延長し、放水体形

をとります。

　消防操法訓練を通じて培った知識や技術は実践で発揮されます。これからも宇多津町消

防団は町の安心と安全を守るため、昼夜を問わず消防防災活動にまい進してまいります。

「小型ポンプの部優勝……

　　　　　宇多津町消防団！」

　アナウンスが聞こえると、選

手や応援テントから歓声が沸き

起こります。半年間におよぶ努

力が報われた瞬間でした。

　放水開始の号令で、

小型ポンプを操作し、

火点に向けて放水体勢

をとります。
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町消防団第一分団、操法県大会優勝 
　高松市の県消防学校で９月 12 日に開かれ

た今年度の「香川県消防操法大会」で、小型

ポンプの部に出場した宇多津町消防団第一分

団が見事に優勝を果たしました。日頃は町内

での火災や災害の現場にいち早く駆けつけ、

消火活動などを行っている団員の快挙に、関

係者は大きな拍手を送っています。

　同大会には、県内で選抜された消防団がポ

ンプ車の部に５隊 25 人、小型ポンプの部に

５隊 20 人が出場しました。

　消防操法とは、消火技術を身に付け、いか

なる現場の状況であっても迅速、確実、安全

に行動できるよう、日頃から消防器具の操作

や取り扱いに慣れ、

消防団員としての

心構えなどを養う

のが目的です。

　優勝した第一分

団は、福田直樹さ

んを指揮者に、宮

脇武志さん、尾崎

正典さん、三谷真

平さんの４人が出

場。放水までの間

に、「規律・節度」「敏

捷性」「士気」「安全性」「操法要領遵守度」

について、審査員から高い評価を受けました。

約半年にわたる厳しい訓練

４月　出場選手の大半は消防操法が未経験

で、訓練は基本中の基本からのスタートにな

りました。町には消防署がなく、消防署員の

指導が受けられないため、10 年前の大会に出

場した人たちが、当時の記憶と経験を頼りに

訓練を始めました。

５月　基本的な動作から訓練を重ねました。

「気をつけ」の姿勢では、背筋を伸ばすこと

はもちろん、指先の位置や手の形まで審査の

対象になるので、頭の先から爪の先まで意識

を集中させることを心がけました。

６月　梅雨に入っても雨の日が少なく、厳し

い練習を重ねることができました。

７月　練習場所を町役場駐車場に移し、ホー

スの延長など本格的な訓練に取り組みまし

た。指揮者が「火点は前方の標的」という前

口上を大声で繰り返し発し、けんかをしてい

ると思われた人も多かったようです。

８月　連日 35 度を

超える猛暑続き。

夕方からの訓練で

したが、この暑さ

は選手たちの体力

を奪っていきまし

た。それでも選手

たちは歯を食いし

ばって本番に向け

ての反復練習を重

ねました。

９月　本番への総仕上げ。細かな修正を行い、

選手たちの動きに乱れはありません。大会当

日、最終練習を行い、宇夫階神社で優勝を祈

願して出発です。

快挙の瞬間まで

　宇多津町消防団の出番は一番最後で、プ

レッシャーの中、見事な操法を見せました。

（右ページへ）

整列し、審判員の開始の合図を待ちます。
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●
塩
竃
神
社
宵
宮
祭

　
10
月
22
日
（
金
）

 

・
お
神
楽
奏
進

　
午
後
７
時

 

・
獅
子
舞
奉
納
（
津
之
郷
　
午
後

６
時
30
分
・
平
山
　
午
後
９
時
）

●
塩
竃
神
社
例
大
祭

　
10
月
23
日（
土
）午
後
１
時
30
分

 

・
御
神
幸
発
御

　
獅
子
・
太
鼓
台
随
進
（
聖
通
寺

神
事
場
）
午
後
２
時
30

●
神
楽
歌
奉
納
（
藍
川
由
美
さ
ん

の
和
琴
演
奏
）

　
日
時
　
10
月
22
日
（
金
）
午
後

６
時
45
分
〜（
塩
釜
神
社
）

 

・
10
月
23
日
（
土
）
午
後
７
時
15

分
〜（
宇
夫
階
神
社
）

　
曲
目
　
本
役「
阿
知
女
作
法（
あ

ぢ
め
の
さ
ほ
う
）」（
神
迎
え
）・

中
役「
小
前
張
阿
知
女
作
法（
こ

さ
い
ば
り
・
あ
ぢ
め
の
さ
ほ
う
）

●
宇
夫
階
神
社
宵
宮
祭

　
10
月
23
日
（
土
）

 

・
お
神
楽
奏
進
　
午
後
７
時
30
分

●
宇
夫
階
神
社
例
大
祭

　
10
月
24
日（
日
）午
後
１
時
30
分

 

・
御
神
幸
発
御

　
獅
子
・
太
鼓
台
随
進
（
田
町
神

事
場
）
午
後
３
時

●
太
鼓
台
運
行
関
係

　
10
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
30

分
〜
お
下
が
り
（
聖
通
寺
）・

10
月
24
日
（
日
）
午
後
３
時
〜

お
下
が
り
（
田
町
）

※

県
道
33
号
線
通
行
止
め
の
お
知

ら
せ
　
午
後
３
時
〜
５
時
、
車

両
通
行
止
め

※

秋
祭
り
で
お
花
（
ご
祝
儀
）
集

金
に
伺
う
際
、

１
グ
ル
ー
プ
１

人
に
宇
多
津
太

鼓
台
保
存
会
腕

章
（
黄
色
地
に

黒
文
字
）
を
着

け
て
い
ま
す
。

類
似
の
行
為
に

お
気
を
付
け
願

い
ま
す
。

第
18
回
宇
多
津
太
鼓
台
祭
り

▼
日
時
　
10
月
31
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
２
時
30
分（
雨
天
中
止
）

▼
場
所
　
Ｊ
Ｒ
宇
多
津
駅
東
広
場

関
連
イ
ベ
ン
ト

●
ま
ち
語
り
ｖ
ｏ
ｌ
．
２

　『
う
た
た
ま
の
魂
振
り
』
展

　
宇
多
津
の
秋
祭
り
を
体
験
し
よ

う
！

〜
祭
り
は
見
る
よ
り
参
加
を
〜

　
お
祭
り
好
き
の
方
も
、
お
祭
り

が
初
め
て
の
方
も
宇
多
津
を
楽
し

め
る
一
週
間
で
す
。
期
間
中
、
祭

り
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。
17
日
は
、奴（
や
っ
こ
）

体
験
、
舞
姫
の
公
開
練
習
、
太
鼓

台
の
掛
け
声
講
習
な
ど
、「
宇
多

津
の
秋
祭
り
」
に
関
す
る
体
験
講

座
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！
　

▼
日
程
　
10
月
17
（
日
）
午
前
９

時
〜
24
日
（
日
）
午
後
５
時

▼
場
所
　
こ
め
っ
せ
宇
多
津

▼
各
講
座
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
詳
細
は
チ
ラ
シ
・
ブ
ロ
グ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　http://utztalk.ashita-sanuki.jp

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
　
う
た

た
ま
の
会
（
０
９
０
ー
７
５
４

１
ー
９
７
６
４
・
玉
井
）

●
ま
ち
歩
き
参
加
者
募
集

『
奴
さ
ん
と
歩
く
う
た
づ
秋
祭
り
』

　
お
祭
り
前
に
町
な
か
を
神
輿
行

列
に
参
列
す
る
奴
（
や
っ
こ
）
さ

ん
が
案
内
致
し
ま
す
。
ハ
レ
の
日

の
宇
多
津
を
満
喫
し
て
い
た
だ
く

コ
ー
ス
で
す
。

▼
日
時
　
10
月
23
日（
土
）・
24
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
参
加
料
　
２
０
０
０
円
（
弁
当

代
込
み
）

▼
集
合
場
所
　
町
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ

テ
ィ
ー
会
館（
役
場
の
と
な
り
）

▼
定
員
　
各
日
15
人
（
要
予
約
）

▼
申
し
込
み

　
Ｊ
Ｒ
四
国
丸
亀
駅
ワ
ー
プ
プ
ラ

ザ
（
25
ー
０
１
７
０
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
う
た
た
ま
の

会
（
０
９
０
ー
７
５
４
１
ー
９

７
６
４
・
玉
井
）

宇
夫
階
神
社
秋
祭
り

宇
夫
階
神
社
秋
祭
り

　
　
み
こ
し
・
太
鼓
台

　
　
み
こ
し
・
太
鼓
台
練
る
練
る

宇
夫
階
神
社
秋
祭
り

宇
夫
階
神
社
秋
祭
り

　
　
み
こ
し
・
太
鼓
台

　
　
み
こ
し
・
太
鼓
台
練
る
練
る

宇
夫
階
神
社
秋
祭
り

　
　
み
こ
し
・
太
鼓
台
練
る

　
宇
多
津
秋
祭
り
が
10
月
22
日
〜
24
日
に
行
わ
れ
る
。
期
間
中
、
神
社

例
大
祭
や
勇
壮
な
太
鼓
台
、
し
し
舞
い
な
ど
の
競
演
が
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
宇
多
津
町
出
身
の
声
楽
家
・
藍
川
由
美
さ
ん
も
出
演
。

　
今
年
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
そ
う
で
す
。
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町
内
の
太
鼓
台

勇
壮
な
太
鼓
台
を
紹
介
し
ま
す
。

●
宇
夫
階
太
鼓
台

●
海
岸
町
太
鼓
台

　●
北
浦
太
鼓
台

●
倉
の
前
太
鼓
台

●
坂
下
東
太
鼓

●
新
開
太
鼓
台

●
新
町
太
鼓
台

●
田
町
太
鼓
台

●
大
門
太
鼓
台

●
西
町
中
太
鼓
台

●
西
町
東
太
鼓
台

●
浜
町
太
鼓
台

●
平
山
太
鼓
台

●
横
町
太
鼓
台

ご
存
知
で
す
か
？
　
宇
多
津
秋
祭

り
の
由
来

　
宇
夫
階
神
社
と
塩
竃
神
社
の
例

祭
を
合
わ
せ
て
言
い
ま
す
。

　
神
様
を
の
せ
た
お
み
こ
し
の
神

事
場
ま
で
の
お
下
が
り
に
は
、
太

鼓
台
が
後
に
続
き
ま
す
。

宇
多
津
太
鼓
台
保
存
会

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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中
四
国
９
県
と
宇
多
津
体
協
の

10
チ
ー
ム
が
出
場
。
各
チ
ー
ム
は

全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
残
し

て
い
て
、
強
豪
同
士
の
白
熱
し
た

試
合
が
期
待
で
き
そ
う
。

　
今
回
、
地
元
宇
多
津
体
協
は
連

覇
を
か
け
、
大
会
に
臨
む
。
チ
ー

ム
か
ら
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い

て
い
ま
す
。

「
地
元
の
方
々
の
パ
ワ
ー
を
声
援

に
か
え
て
、
二
連
覇
で
き
る
よ
う

に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
応
援

に
来
て
く
だ
さ
い
！
」

■
開
会
式

 

・
日
時
　
10
月
９
日
（
土
）
午
後

４
時
〜
　
宇
多
津
小
学
校
音
楽

ク
ラ
ブ
と
バ
ト
ン
ク
ラ
ブ
に
よ

る
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行
い
ま

す
。

 
・
場
所
　
宇
多
津
中
学
校
体
育
館

■
試
合
開
始

 

・
日
時
　
10
月
10
日
（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
〜

 

・
場
所
　
宇
多
津
中
学
校
体
育
館

※

う
ど
ん
の
接
待
あ
り
（
協
力
町

婦
人
会
・
商
工
会
婦
人
部
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員

会
（
49
ー
８
０
０
７
）

第
17
回

大
松
杯

 
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

連
覇
な
る
か
　
宇
多
津
体
協
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「財政健全化判断比率」と「資金不足比率」「財政健全化判断比率」と「資金不足比率」
町の指標をご存知ですか？町の指標をご存知ですか？

　財政健全化法（地方公共団体の財政の健全化に関する法律）が平成20年４月に施行されました。
　この法律では、都道府県や市町村など地方公共団体の財政状況を実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質
公債費比率、将来負担比率の４つの財政健全化判断比率と地方公営企業における資金不足比率の経営健全化
比率を数値化し、監査委員の審査を受けた上で、議会に報告するとともに、その数値を公表するよう定めて
います。宇多津町の指標は表のとおりです。
　平成21年度決算指数　（　）内は平成20年度決算指数

　※実質赤字比率、連結実質赤字比率は黒字でした。

実質赤字比率
　一般会計及び坂下墓地特別会計について、一般会計の標準的な年間収入における赤字額の割合を示す指
標です。宇多津町では、平成21年度の一般会計、坂下墓地特別会計はともに黒字でした。
連結実質赤字比率

　地方公共団体の特別会計を含めた全会計の合計赤字額が一般会計の標準的な年間収入における割合を示
す指標です。宇多津町では、平成21年度のすべての会計はともに黒字でした。
実質公債費比率

　一般会計の公債費（借入金返済額）の割合を示す指標です。公債費には一般会計だけでなく、地方公営
企業（水道会計、下水道特別会計）への繰出金や一部事務組合（坂出・宇多津広域行政事務組合）への負
担金のうち、借入金の返済に充てられている額も実質的な公債費として加算して算出します。
　宇多津町は、前年度より0.9ポイント下がって10.5％の実質公債費比率になりました。
将来負担比率

　一般会計の標準的な年間収入における負債の割合を示す指標です。現在借りている地方債残高や債務負
担行為に基づく支出予定額、地方公営企業への繰出金や一部事務組合への負担金、土地開発公社の負債など、
今後も一般会計で負担していかなければならない分があればそれらを合計して算出します。その指標によ
り、将来の負担額が一般会計の標準的な年間収入の何年分あるかがわかります。
　宇多津町は、前年度を7.8ポイント下回る69.6％の将来負担比率になりました。
資金不足比率

　資金不足比率は、公営企業ごとの資金不足額（赤字額）がそれぞれの年間の事業の規模における割合を
示す指標です、
　宇多津町は水道事業会計及び下水道特別会計が対象となります。平成 21年度はいずれの会計も黒字でし
た。
《今後も適正な財政運営に努めます》

　財政健全化法ではこれらの比率のうち、どれかひとつでも国が定める基準を超えると、その基準に応じ
て「財政健全化計画」または「財政再生計画」、地方公営企業では「経営健全化計画」を策定しなければな
りません。平成 21年度決算に基づく宇多津町の指標はすべて指標が基準値内となっておりますが。今後と
も行財政改革を推進し、健全な財政運営に努めて参ります。
　なお、財政健全化比率、資金不足比率の算定に用いた基礎数値を記載した書類は、総務課でご覧になれ
ます。
▶問い合わせ先　総務課　（49－8013）　

宇多津町

－
－

10.5％（11.4）
69.6％（77.4）

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

早期健全化基準

15％
20％
25.0％
350.0％

県内市町平均

－
－
13.6％
97.5％

「財政健全化判断比率」と「資金不足比率」「財政健全化判断比率」と「資金不足比率」
町の指標をご存知ですか？町の指標をご存知ですか？

「財政健全化判断比率」と「資金不足比率」「財政健全化判断比率」と「資金不足比率」
町の指標をご存知ですか？町の指標をご存知ですか？

「財政健全化判断比率」と「資金不足比率」
町の指標をご存知ですか？
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子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

新
着
新
着
新
着

図
書
案
内

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
う
た
づ

よめたよ、リトル先生
ジム・バーク

アンモナイトの森で
市川洋介

児
童
書

著著

赤米・
黒米の絵本
農山漁村文化協会著

一週間
井上ひさし

僕らの青春
半村　良

一
般
書

著 著

絵手紙のヒント
郷土玩具250選
大森　節子著

【
見
守
り
、
う
な
ず

き
、
抱
っ
こ
す
る
】

　

自
分
を
見
て
く
れ
て
い
る
と
感

じ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
自
信
を

持
ち
、
安
心
し
て
世
界
を
広
げ
て

い
き
ま
す
。
大
人
は
子
ど
も
を
見

守
り
、
こ
ち
ら
を
見
た
ら
う
な
ず

い
て
笑
顔
を
送
り
、
自
信
を
も
た

せ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
お
母
さ
ん
が
「
外
で
は
、

よ
く
遊
ぶ
け
ど
、
家
に
帰
る
と
ベ

タ
ベ
タ
し
て
離
れ
ま
せ
ん
。
ト
イ

レ
ま
で
一
緒
な
ん
で
す
」
と
悩
ん

で
い
ま
し
た
。
私
が
「
い
い
育
ち

を
し
て
い
ま
す
ね
」
と
い
う
と
、

「
い
い
育
ち
な
ん
で
す
か
？　

家

と
外
で
態
度
が
違
う
の
で
、
性
格

に
問
題
が
あ
る
の
か
と
思
い
ま
し

た
」
と
不
安
そ
う
に
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
時
こ
そ
、
見
守
り
、

う
な
ず
き
、「
あ
な
た
は
そ
れ
で

い
い
の
よ
」
と
抱
っ
こ
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　

受
け
入
れ
た
根
っ
こ
が
あ
れ

ば
、
子
ど
も
は
必
ず
独
立
、
自
立

し
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、「
動
き
た
い
、
自

分
で
し
た
い
」、
そ
し
て
「
愛
さ

れ
た
い
」と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

　　

大
人
は
、
愛
し
て
る
か
ら
、
遊

園
地
に
連
れ
て
行
き
、
レ
ス
ト
ラ

ン
で
一
緒
に
食
事
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
子
ど
も

を
き
ち
ん
と
見
て
い
れ
ば
、
求
め

て
い
る
の
が
そ
ん
な
も
の
で
は
な

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
も
、
認

め
ら
れ
、
抱
っ
こ
さ
れ
た
ら
す
ご

く
幸
せ
！

　

そ
の
受
容
こ
そ
が
、
愛
情
の

根
っ
こ
と
な
る
の
で
す
。

　

お
母
さ
ん
の
抱
っ
こ
は
、
そ
れ

だ
け
で
子
ど
も
に
と
っ
て
、
魔
法

の
力
と
な
る
の
で
す
。

カローリング教室開催
　生涯学習課では、軽スポーツ普及
の一環として、町民体育館で８月22
日、氷上のカーリングに似た室内競
技、カローリングの教室を開きまし
た。
　大人から子どもまで多くの人たち
が参加。和気あいあいとした雰囲気
の中にも、互いの技術を磨き合う、
真剣な表情も見られました。チーム
に分かれた練習試合もあり、白熱し
たゲームを繰り広げました。

総合型クラブ 活動報告
　キッズ・ジュニア　
　　　　　　トレーニング教室
　８月18日、26日、９月５日の３
回（キッズは９月５日のみ）、「正
しいトレーニングとは何か」をテ
ーマに、運動の基本要素であるバ
ランス感覚と「速度」「敏捷性」
「素早さ」を高めるためのトレー
ニング教室を開催しました。キッ
ズコースでは親子で、また、ジュ
ニアコースでは中学生アスリート
ら、延べ150人参加。プロスポーツ
選手のトレーニングでも使用され
ているラダー、ハードル、バラン
スディスクを使用し、スポーツに
おける「速度」「敏捷性」「素早
さ」の重要性と正しいトレーニン
グを学びました。

二学期もがんばるぞ！
宇多津北小学校

　長かった夏休みも終わり、元気
な声が学校中に響いています。「2
学期もがんばるぞ！」とやる気の
あふれる顔。一学期終業式に校長
先生から各クラスの自慢を表彰し
ていただきました。「クラス全員
よく協力したで賞」「あいさつが
んばり賞」「給食残菜０（ゼロ）賞」
「クラス表彰状10枚達成」等。2学
期もそれぞれのクラスの自慢作り
に励んでいきます！
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ニュースラッシュ・うたづ

「優良PTAで大臣表彰」
宇多津幼稚園

　平成22年度の優良PTA団体とし
て、８月６日に愛媛県で開かれた
全国大会で宇多津幼稚園PTAが文
部科学大臣から表彰されました。
　本園PTAの特色である一人一役
をモットーとした姿勢や組織、メ
ンズの会など父親の積極的な活動、
母親クラブの意欲的で多様な取り
組み、えほんママの自主的な活動
など、長年培われてきた熱意と努
力が認められました。これを励み
にいっそうＰ（保護者）とＴ（先
生）が、手を携えて大切な子ども
たちのために、持てる力を存分に
発揮したいと思います。

「楽しかった恐竜展」
中央保育所

　10月の作品展に向けて高松市の
デパートで開かれている「恐竜展」
を見に行き、恐竜の大きさや足跡
に驚かされました。スタンプラリ
ーでは、グループに分かれて会場
内を思い思いに移動し、みんなシ
ールをもらって、大喜びでした。

夏休み親子工作展
青山幼稚園

　9月最初の登園日、真っ黒に日
焼けした子どもたちが嬉しそうに
親子工作を持って幼稚園にやって
来ました。親子でアイディアを出
し合い、個性あふれる作品が並び、
友だちの作品を興味津々でじっく
り見て回っていました。

9月4日、
人形劇がやってきた！

わかくさ北幼稚園
　まだまだ暑い9月の土曜日、わ
かくさ北保育園に人形劇がやって
きました。今回の出しものは「犬
と猫とめん鳥の話」「うさぎとオ
オカミ」。子どもたちはお父さん、
お母さんと一緒の初めての人形劇

に大喜び！同時開催のわかくさバ
ザールも大盛況でした。

9月6日に
学習参観など

宇多津小学校
　宇多津小学校で学習参観があり
ました。
　残暑に負けず勉強している様子
を保護者らに見てもらいました。
学級PTAや作品展も開かれ、夏休
みにがんばった工作や絵、習字、
自由研究などを見てもらいました。
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住宅用火災警報機の設置に補助制度
23年5月末までに申請を。

補
助
犬
と
は

　
補
助
犬
と
は
、
目
や
耳
、
身
体

の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
働
く
犬

で
す
。①
盲
導
犬
②
聴
導
犬
③
介

助
犬
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。「
身

体
障
害
者
補
助
犬
法
」
が
施
行
さ

れ
、
公
共
施
設
や
交
通
機
関
に
補

助
犬
を
同
伴
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
デ
パ
ー
ト

や
ス
ー
パ
ー
、
ホ
テ
ル
、
飲
食
店

な
ど
に
も
連
れ
て
行
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
補
助
犬
は
ペ
ッ
ト
で
は
な
く
、

利
用
者
の
身
体
の
一
部
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
別
な
訓
練
を
受
け
、

厚
生
労
働
省
か
ら
「
身
体
障
害
者

補
助
犬
法
」
に
基
づ
い
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
社
会
の
マ
ナ
ー
も

き
ち
ん
と
訓
練
さ
れ
、
手
入
れ
も

十
分
さ
れ
て
衛
生
的
で
す
。

　
補
助
犬
の
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
香
川
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
８
７
ー
８
３
２
ー
３
２
９
３

補
助
犬
法
（
概
要
）

　
身
体
障
害
の
生
活
を
便
利
に
す

る
た
め
に
補
助
犬
を
提
供
す
る
人

と
使
う
人
の
役
割
を
定
め
、
社
会

全
体
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

▽
公
共
施
設
や
公
共
交
通
機
関
、

不
特
定
多
数
が
利
用
す
る
施
設

（
飲
食
店
、宿
泊
施
設
、百
貨
店
、

等
）
は
補
助
犬
の
同
伴
を
拒
ん

で
は
な
ら
な
い

▽
国
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
勤

務
す
る
者
は
職
場
で
自
由
に
補

助
犬
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
▽
公
営
住
宅
に
居
住
す
る
も
の
は

自
由
に
補
助
犬
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る

住宅用火災警報機の設置に補助制度
23年5月末までに申請を。

　消防法が改正され、平成 23 年 5 月 31 日までに、すべての住宅に火災警報器を取り付けることが義務付け
られています。宇多津町では、高齢者や要介護認定を受けている方を対象に、住宅用火災警報器の購入費用
の一部を補助することにしました。
　住宅火災による死者の約 6 割が逃げ遅れによるものです。逃げ遅れを防ぎ、住宅火災から大切な命を守る
ために、まだ設置されていない方はこの機会にぜひ住宅用火災警報器を設置しましょう！
●対象者となる方
　宇多津町内に居住している方で・・・
　　①65 歳以上の方と、生計を同一とする世帯の世帯主
　　②要介護認定を受けた方で要介護 1 以上の方と、生
　　　計を同一とする世帯の世帯主
　　（※原則、施設などに入所等をしている方は、対象と
　　　なりません）
●補助の対象となるもの
　　住宅用火災警報器（日本消防協会が保証するもの）　
　の購入費用及び取り付け費用。ただし、宇多津町の電
　気販売店で購入したものにかぎります。
●補助金額
　　一世帯につき５０００円を上限とします。
　　　　　　　　　　　　（申請は 1回限り）
●申請方法
　　「住宅用火災警報器助成事業申
　請書」に住宅用火災警報器の購入
　金額や取付金額が明記された領収
　書を添付して、町役場総務課に提
　出してください。後日、指定され
　た口座に振り込みいたします。
●申請期限
　　平成 23 年 5 月 31 日まで
●問い合わせ先
　　宇多津町役場総務課 （49－8013）

訓練用AEDと
心肺蘇生訓練人形を整備しました
　このたび、宇多津町では、宝くじの助成金で
訓練用 AED と心肺蘇生訓練人形を整備しまし
た。
　自主防災組織の訓練などでの活用を考えてい
ます。ご希望のある方は町役場総務課までお問
い合わせください。
▶問い合わせ先
　町総務課（49－8013）

連
載　

人
権
問
題

補
助
犬
の
話
（
第
１
回
）

障害者手帳を有する方へは火災報知機の給付助成制度があります。
　障害者日常生活用具購入助成事業の対象用具に火災警報器があり
ます。
　火災警報器の助成対象者は、身障手帳の障害程度が１級または２
級と記載されている人、重度の知的障害者または障害児で、火災発
生の感知及び避難が著しく困難な障害者のみの世帯及びこれに準ず
る世帯です。自己負担額は、原則１割です。ただし、低所得世帯に
ついては、減額されます。
　詳しい内容については、町保健福祉課窓口で問い合わせください。
▶問い合わせ先　町保健福祉課（４９ー８００３）
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全
国
中
学
総
体

　
　
柔
道
で
出
水
君
５
位
入
賞

　
全
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会（
島

根
県
松
江
市
）
の
柔
道
競
技
に
本

校
か
ら
２
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

男
子
55
キ
ロ
級
の
出
水
友
哉
選
手

は
３
回
戦
ま
で
勝
ち
進
み
、
惜
し

く
も
準
々
決
勝
で
敗
れ
は
し
ま
し

た
が
、
第
５
位
と
い
う
す
ば
ら
し

い
成
績
を
挙
げ
ま
し
た
。
女
子
の

部
の
、
十
河
李
子
選
手
も
善
戦
し

ま
し
た
が
、
１
回
戦
で
残
念
な
が

ら
敗
退
し
ま
し
た
。
両
選
手
と
も
、

宇
多
津
町
の
方
々
の
熱
い
声
援
を

受
け
、
郷
土
の
代
表
と
し
て
堂
々

と
戦
い
ま
し
た
。

吹
奏
楽
部
が
四
国
大
会
で
銀
賞

　
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
四

国
大
会
が
８
月
21
日
（
土
）、
鳴
門

市
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
校
は
２
番
目
で
、や
や
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
づ
く
り
が
難
し
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
堂
々
と
し
た
演

奏
を
披
露
し
、
銀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
、
全
国
大
会

の
出
場
権
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
本
校
の
吹
奏
楽

史
上
、
最
高
の
成
績
を
収
め
、
新

し
い
伝
統
を
築
い
て
く
れ
ま
し
た
。

四
国
総
体
に
剣
道
部
が
団
体
・
個

人
で
出
場

　
四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会
剣

道
競
技
の
部
団
体
戦
が
８
月
７
日

高
知
県
南
国
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
校
男
子
は
、
予
選
で
明
徳
義
塾

中
、
久
万
中
、
徳
島
中
と
の
リ
ー

グ
戦
を
行
い
、
１
勝
２
敗
の
３
位

と
な
り
、
敗
退
し
ま
し
た
が
、
堂
々

と
し
た
立
派
な
試
合
を
展
開
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
三
芳
侑
　
選
手
も
個
人

戦
で
健
闘
し
ま
し
た

　
万
引
き
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
（
万
引
き
防
止
推
進
校
指
定
）

　
初
発
型
非
行
の
半
数
近
く
を
占

め
る
「
万
引
き
」
を
防
ご
う
と
、

香
川
県
警
と
県
少
年
警
察
補
導
員

連
絡
協
議
会
が
７
月
29
日
、
県
警

本
部
で
「
万
引
き
の
な
い
ま
ち
づ

く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
き
ま

し
た
。
本
校
は
万
引
き
防
止
推
進

リ
ー
ダ
ー
校
に
指
定
さ
れ
、
代
表
と

し
て
生
徒
会
の
遠
藤
京
平
さ
ん
と
西

本
涼
香
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
宇
多
津
町
は
大
型
商
業
施
設
が

増
加
す
る
な
ど
活
気
が
あ
る
反
面
、

万
引
き
等
の
犯
罪
も
増
加
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
本
校
で
は
、
生

徒
会
を
中
心
に
万
引
き
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
参
加
す
る
な
ど
、「
万

引
き
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許

さ
な
い
」
を
合
い
言
葉
に
、
万
引

き
の
な
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
８
月
23
日
の
全
校
登
校
日
に
は
、

福　

校
長
よ
り
改
め
て
指
定
書
が

生
徒
会
代
表
に
手
渡
さ
れ
、
全
校

生
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

初
の
ベ
ト
ナ
ム
海
外
派
遣
事
業

　
８
月
22
日
（
日
）
か
ら
８
月
27

日
（
金
）
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
に
あ
る

ホ
ン
バ
ン
中
学
校
を
訪
問
し
、
同

校
の
生
徒
と
交
流
を
し
ま
し
た
。

双
方
の
生
徒
が
英
語
を
使
っ
て
自

分
た
ち
の
学
校
や
お
互
い
の
国
の

文
化
を
紹
介
し
た
り
、
交
流
し
た

り
す
る
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
体
験

が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

の
「
さ
く
ら
日
本
語
学
校
」
で
は
、

ベ
ト
ナ
ム
の
方
が
日
本
語
を
熱
心

に
勉
強
し
て
い
て
、
特
に
日
本
の

ア
ニ
メ
や
音
楽
に
興
味
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
日
本
語

を
使
っ
て
お
互
い
に
興
味
の
あ
る

内
容
を
話
し
、
日
本
の
文
化
の
す

ば
ら
し
さ
を
再
認
識
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
資
料

館
や
要
塞
地
下
ト
ン
ネ
ル
跡
を
見

学
し
、
戦
争
の
壮
絶
さ
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
行

は
貴
重
な
体
験
を
し
て
27
日
正
午

頃
、
無
事
に
宇
多
津
中
学
校
に
帰

着
し
ま
し
た
。
詳
し
い
内
容
は
10

月
16
日
の
文
化
祭
で
報
告
す
る
予

定
で
す
。

部
活
紹
介

ク
ラ
ブ
紹
介

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
宇
多
津
中
学
校
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
は
、
１
・
２
年
生
を
あ

わ
せ
て
７
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
少
な
い
人
数
で
す
が
、
顧
問
の

先
生
や
外
部
コ
ー
チ
の
指
導
の
も

と
、
暑
さ
に
も
負
け
ず
に
毎
日
厳

し
い
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
基
本
や
体
力
づ
く
り
中
心
に
、

夏
休
み
も
ほ
と
ん
ど
休
み
な
し
で

練
習
し
て
き
ま
し
た
。
新
人
戦
で

県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を
目
標

に
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
も
応
援
し
て
く
れ
る
先
生

方
、
地
域
の
方
々
、
そ
し
て
両
親
、

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
上
を
目

指
し
て
最
後
ま
で
努
力
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
キ
ャ
プ
テ
ン
　
岸
上
千
沙
都
）

無事学校へ到着してポーズ

結団式で決意を述べる団員

さくら日本語学校での交流

福　校長より生徒会へ指定
書が渡されました。

松江市の試合会場で練習する出
水・十河両選手

ホンバン中学校の生徒との
交流会
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広告

◆
生
ご
み
処
理
機
の
効
果
◆

家
庭
で
生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
！

家
庭
で
生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
！

◆
補
助
金
制
度
◆

「
続
　
宇
多
津
町
誌
」
発
刊

　「
新
宇
多
津
町
誌
」
が
発
刊
さ

れ
て
お
よ
そ
30
年
近
く
が
経
ち
ま

す
。
宇
多
津
町
は
瀬
戸
大
橋
開
通

を
境
に
、
変
貌
を
遂
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、「
宇
多
津
町
史
」「
新

宇
多
津
町
誌
」
に
つ
い
で
３
巻
目

と
な
る
「
続
　
宇
多
津
町
誌
」
を

刊
行
し
ま
し
た
。
う
た
づ
の
歴
史

を
は
じ
め
、
産
業
編
・
文
化
編
な

ど
を
中
心
に
編
集
し
て
お
り
、「
新

宇
多
津
町
誌
」
の
続
編
と
し
て
刊

行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
よ
り
、
町
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
で
販
売
を
致
し
ま
す
。

（
一
冊
　
３
０
０
０
円
）

＊
販
売
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
☎
49
―
８
０
０
７

●
ご
み
の
減
量
化
と
ご
み
出
し
の

負
担
に
軽
減
　
ご
み
袋
が
軽
く
な

り
、
回
数
も
減
り
、
ご
み
出
し
時

の
汁
だ
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。

●
生
ご
み
の
臭
い
が
な
く
な
り
、

台
所
が
清
潔
・
衛
生
的
に
　
雑
菌

繁
殖
や
腐
敗
臭
で
、
不
潔
、
不
快

に
な
り
が
ち
な
台
所
。
生
ご
み
を

た
め
な
い
こ
と
で
、
シ
ン
ク
や
ご

み
箱
を
衛
生
的
に
保
て
ま
す
。

●
ご
み
収
集
所
の
衛
生
と
自
治
体

の
ご
み
処
理
量
の
削
減
　
悪
臭
を

押
さ
え
る
こ
と
で
、
カ
ラ
ス
や
猫

な
ど
が
寄
り
付
き
に
く
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
で
ご

み
収
集
車
の
燃
料
節
約
に
つ
な
が

り
、
生
ご
み
が
少
な
く
な
り
、
焼

却
炉
で
の
効
率
も
上
が
り
ま
す
。

●
有
機
肥
料
素
材
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
　
処
理
後
は
生
ご
み
と
し
て

捨
て
ら
れ
、
有
機
肥
料
と
し
て
家

庭
菜
園
に
も
使
え
ま
す
。

 

　
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
生

ご
み
処
理
機
等
を
設
置
す
る
方

に
、補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者
　
宇
多
津
町
に
住

所
を
有
す
る
方

▼
補
助
額
　
購
入
価
格
の
２
分
の

１
（
100
円
未
満
切
り
捨
て
）。
補

助
限
度
額
は
、
生
ご
み
処
理
容
器

（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
は
３
０
０
０
円
、

生
ご
み
処
理
機
は
２
万
円
。

▼
提
出
書
類
　
①
補
助
金
交
付
申

請
書
・
設
置
報
告
書
・
請
求
書
（
用

紙
は
町
住
民
生
活
課
へ
）

②
商
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

③
領
収
書
・
保
証
書
の
写
し

④
設
置
状
況
の
写
真
（
遠
近
各
一

枚
）

▼
補
助
基
数
　
生
ご
み
処
理
容
器

（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
は
１
世
帯
に
つ

き
二
基
、
生
ご
み
処
理
機
は
１
世

帯
に
つ
き
１
基
を
限
度
と
し
ま

す
。
事
業
所
は
除
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
町
住
民
生
活

課
（
49
―
８
０
０
０
）　

平成 22年 10 月１日、国勢調査を実施します
　　　　　　　　～調査票の記入と提出をお願いします～
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予防接種名 変更前 変更後

二種混合（第２期）
小学校６年生
（平成10年４月２日～

平成11年４月１日生）

11歳以上13歳未満
（出生から11年後の誕生日の前日か

ら13年後の誕生日の前々日まで）

日本脳炎（第２期）
小学校４年生
（平成12年４月２日～

平成13年４月１日生）

９歳以上13歳未満
（出生から９年後の誕生日の前日か

ら13年後の誕生日の前々日まで）

　▼
投
票
日
　
10
月
３
日
（
日
）
午

前
７
時
〜
午
後
８
時

▼
投
票
所
　
お
住
ま
い
の
地
域

（
行
政
区
）
に
よ
り
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
詳
細
は
送
付
の
入
場

券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
、
仕
事
、
旅
行
な
ど

で
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時
　
９
月
29
日
（
水
）〜
10

月
２
日
（
土
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▼
受
付
場
所
　
町
民
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
会
館
１
階
ロ
ビ
ー
（
町

役
場
横
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
町
選
挙
管
理

　
委
員
会
（
49
―
８
０
１
３
）

10
月
１
日
か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま

す
。
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

の
目
的
は
、
死
亡
者
や
重
症
者
を

で
き
る
限
り
減
ら
し
、
必
要
な
医

療
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

　
今
年
度
は
従
来
の
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
で
の
予
防

接
種
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
希

望
に
よ
り
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
み
の
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

※

詳
し
く
は
、
今
月
号
の
健
康
ひ

ろ
ば
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間
　
10
月
１
日
（
金
）

〜
３
月
31
日（
木
）（
医
療
機
関

の
休
診
日
は
除
く
）

▼
接
種
費
用
　
各
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

生
活
保
護
世
帯
と
町
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
に
は
、
自
己
負
担
軽

減
措
置
（
無
料
接
種
券
の
発
行
）

を
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方

は
、
必
ず
接
種
の
予
約
を
し
て
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

65
歳
以
上
の
方
は
接
種
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
宇
多
津
町
に
住
民
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
予
防
接
種

時
に
満
65
歳
以
上
の
方

▼
接
種
機
関
　
宇
多
津
町
内
、
坂

出
市
内
及
び
申
し
出
に
よ
り
、

指
定
医
療
機
関
で
接
種
可
能

▼
自
己
負
担
　
１
０
０
０
円
（
補

助
は
一
回
）

※

生
活
保
護
世
帯
と
町
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、
65
歳

未
満
と
同
様
に
自
己
負
担
軽
減
措

置
を
し
て
い
ま
す
。

▼
備
考
　
詳
し
い
内
容
は
、
対
象

　
と
な
る
方
へ
送
付
す
る
予
診
票

　
等
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
町
保
健
セ
ン

　
タ
ー
（
49
―
８
０
０
８
）　

日
本
脳
炎
と
二
種
混
合
の
予
防
接

種
対
象
者
が
変
更
に

　
こ
れ
ま
で
日
本
脳
炎
第
２
期
は

小
学
校
４
年
生
、
二
種
混
合
第
２

期
は
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
、

年
度
ご
と
に
予
防
接
種
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
予
防
接
種
法
改

正
に
伴
っ
て
対
象
者
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
接
種
期

間
が
延
長
さ
れ
ま
す
の
で
、
対
象

と
な
る
方
は
お
早
め
に
予
防
接
種

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

▼
変
更
点
（
表
①
）

▼
接
種
方
法

　
二
種
混
合
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
、
お
手
元
の
予
診
票
を
お
使

い
く
だ
さ
い
。
日
本
脳
炎
の
予
防

接
種
に
つ
い
て
は
、
広
報
18
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
予
診
票
の

再
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
母

子
手
帳
を
持
参
し
、
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

ワ
ク
チ
ン
は
各
医
療
機
関
へ
の

供
給
本
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
、
医
療
機
関
に
予
約
の
上
、

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
町
保
健
セ
ン

　
タ
ー
（
49
―
８
０
０
８
）

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

だ
よ
り

表①

宇
多
津
町
長
選
挙

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
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広告

（　　　　　　　　　　）

○　健診（検診）結果については、医師より説明を受けてください。
○　特定健康診査・長寿医療制度健康診査を受診される方へ
　　午前に受診する場合…健診結果に影響をおよぼすため、前日の夕食後より水以外の飲食物を摂取し
　　　　　　　　　　　　ないようにしましょう。
　　午後に受診する場合…軽めの朝食にし、健診まで水以外の飲食物は摂取しないようにしましょう。
※１「集団健診」は11月中旬ごろにご案内する予定です。

健診名

対象者

内容

自己負担

非課税世帯

受診券

再交付・申込み先

注意点

特定健康診査 前立腺がん検診 肝炎ウイルス検診 長寿医療制度健康診査

国民健康保険の
被保険者
　（40～74歳）

50～69歳の男性

①40歳の方
②平成14～21年度
の節目健診対象者で
未受診の方

長寿（後期高齢者）
医療制度の被保険者

①問診、身体計測、
血圧測定、血中脂質
検査、肝機能検査、
血糖検査、尿検査、
腎機能検査、貧血検
査、心電図検査
②眼底検査
（医師が必要と認めた場合）

血液検査（PSA） 血液検査

問診、身体計測、
血圧測定、血中脂
質検査、肝機能検
査、血糖検査、尿
検査

40～69歳／1,000円
70～74歳／500円

1,260円 40～69歳／1,260円
70歳～／530円

500円500円 無料 無料
受診日前日までに保健センターで証明書の交付を受け、医療機関にご持参ください。

対象者に送付
（人間ドック・集団健診
希望者を除く。 ※１）

希望調査で申込み
された方のみ送付
希望される方は保健セン
ターまでお申込み下さい。 （　　　　　　　　　）②に該当される方は保健

センターまでお申込み下
さい。

①の対象者に送付
対象者に送付

保健センター
（受診券を紛失した場合、上記の内容・金額で受診することができません。再交付を受けてください。）

国民健康保険の被保険
者でなくなった場合は
受診できませんので、
受診券を保健センター
まで返却してください。

特定健康診査または長寿医療制度健康診査を
受診される方は同時に受診してください。

特定健康診査・長寿（後期高齢者）医療制度健康診査・前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診について　
～対象となる方はぜひ受けましょう！～
※実施期限：平成22年10月30日（土）※実施機関：宇多津町内及び坂出市内の医療機関

第
２
期
対
象
者
も
新
『
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
』
接
種
が
可
能
に 

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
後
に
「
急
性

散
在
性
脳
脊
髄
炎
（
A
D
E
M
）」
に

な
っ
た
事
例
か
ら
、
平
成
17
年
５
月

以
降
、
第
２
期
の
日
本
脳
炎
予
防
接

種
接
種
勧
奨
を
中
止
し
て
い
ま
し
た

が
、
本
年
９
月
よ
り
第
２
期
の
対
象

者
も
副
作
用
の
リ
ス
ク
が
低
い
と
期

待
さ
れ
る
新
ワ
ク
チ
ン
が
医
療
機
関

で
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
接
種
を
差
し
控
え
て
き

た
た
め
、
第
１
期
の
日
本
脳
炎
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
も
救

済
措
置
と
し
て
接
種
対
象
者
の
期
間

内
で
あ
れ
ば
、
計
４
回
の
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

▼
対
象
者
　【
第
２
期
対
象
者
】
９
歳 

　
以
上
13
歳
未
満

▼
接
種
方
法
　
予
防
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
母
子
手
帳
を
持
参
、
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

予
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※

ワ
ク
チ
ン
は
各
医
療
機
関
へ
の
供

給
本
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
、

医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項
　
第
１
期
、
第
２
期
に

該
当
し
な
い
方
は
対
象
外
で
す
。
ま

た
生
後
90
か
月
以
上
９
歳
未
満
の
方

は
、
第
２
期
の
接
種
対
象
者
に
な
る

ま
で
お
待
ち
い
た
だ
き
、
予
防
接
種

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
町
保
健
セ
ン
タ

　
ー
（
49
―
８
０
０
８
）
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10

伊藤内科消化器科クリニック

（川津町）☎44-1930  

つざき内科クリニック

（林田町）☎47-0130

眞鍋外科内科医院

（宇多津町）☎49-6611  

富士クリニック

（宇多津町）☎49-7576  

三木内科胃腸科医院

（宮下町）☎46-3658

ウェルクリニック

（横津町）☎45-2312  

宇多津浜クリニック

（宇多津町）☎56-7007  

たかはし整形外科医院

（笠指町）☎45-6121

永井整形外科医院

（川津町）☎45-1177  

月・日

3日㈰

10日㈰

11日㈪

17日㈰

24日㈰

31日㈰

聖マルチン病院

（谷　町）☎46-5195

回生病院

（室　町）☎46-1011

坂出市立病院

（文京町）☎46-5131

ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）
予
防
接

種
の
お
知
ら
せ

　
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
は
ご
く
少

量
の
ワ
ク
チ
ン
を
定
め
ら
れ
た
間

隔
で
、
口
か
ら
接
種
し
ま
す
。
宇

多
津
町
で
は
４
月
と
10
月
の
年
二

回
、
集
団
で
の
予
防
接
種
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
対
象
年
齢
は
、
生
後
３
か
月
か

ら
90
か
月
未
満
ま
で
で
す
が
、
生

後
３
か
月
か
ら
18
か
月
ま
で
に
二

回
の
接
種
を
完
了
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　
10
月
13
日
（
水
）

　
10
月
26
日
（
火
）

　
受
け
付
け
／
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

▼
場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

▼
対
象
者
　
平
成
22
年
７
月
13
日

生
ま
れ
以
前
で
生
後
満
90
か
月

未
満
児

▼
持
参
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
ポ

リ
オ
予
診
票
（
白
色
）

▼
注
意
事
項
　
37
・
５
℃
以
上
の

発
熱
、
下
痢
、
日
常
と
異
な
る

全
身
症
状
が
あ
る
な
ど
の
場
合

は
、
予
防
接
種
を
見
合
わ
せ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
日
、
会

場
で
体
温
を
測
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
町
保
健
セ
ン

タ
ー
（
49
―
８
０
０
８
）

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
事
業

『
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
』

未
使
用
の
方
へ

　
が
ん
検
診
の
受
診
率
50
％
以
上

を
目
標
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
特
に
女
性
特
有
の
が
ん
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
５
歳
刻
み
の
節
目
年
齢
の
方
々

に「
子
宮
頸
が
ん
」と「
乳
が
ん（
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）」
検
診
を
無
料

で
受
診
で
き
る
『
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
』
を
今
年
５
月
に
郵

送
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
使
用
さ
れ

て
い
な
い
方
は
早
め
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

▼
実
施
方
法
・
内
容

●
対
象
事
業
　
①
町
実
施
の
「
集

団
が
ん
検
診
」　
②
町
国
保
実

施
の
「
人
間
ド
ッ
ク
」　
③
個

別
検
診
実
施
医
療
機
関
で
の

「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
」

●
対
象
項
目
　「
子
宮
頸
が
ん
検

診
」
及
び
「
乳
が
ん
（
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
）
検
診
」

●
持
参
物
　「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」

と
「
健
康
保
険
証
・
運
転
免
許

証
等
」

●
検
診
費
用
　
ク
ー
ポ
ン
券
を
持

参
す
れ
ば
無
料
。

※

詳
し
く
は
、
ク
ー
ポ
ン
に
同
封

の
案
内
文
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
町
保
健
セ
ン

タ
ー
（
49
―
８
０
０
８
）
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い
き
い
き
栄
養
教
室
⑤

『
讃
岐
の
郷
土
食
』

地
元
の
料
理
を
見
直
そ
う
！

▼
日
時
　
10
月
21
日（
木
）　
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
２
時

　（
受
け
付
け
　
午
前
９
時
15
分
〜
）

▼
場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２

階
栄
養
指
導
室
（
和
室
）

▼
内
容
　
◎
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
一

緒
に
調
理
実
習
　
◎
管
理
栄
養

士
や
保
健
師
に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

▼
対
象
　
宇
多
津
町
に
住
民
票
を

有
す
る
方

▼
申
し
込
み
　
不
要

▼
参
加
費
　
１
人
４
０
０
円

▼
持
参
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

手
拭
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具

※

男
性
や
初
参
加
の
方
も
大
歓
迎

で
す
。

元
気
も
り
も
り
運
動
教
室
⑦

屋
外
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

〜
秋
空
の
下
、
元
気
い
っ
ぱ
い
　

　
　
　
　
　
歩
き
ま
し
ょ
う
〜

▼
日
時
　
10
月
19
日（
火
）　
午
前

９
時
30
分
〜
正
午

　（
受
け
付
け
　
午
前
９
時
15
分
〜
）

▼
集
合
場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

２
階
栄
養
指
導
室
（
和
室
）

※

雨
天
の
場
合
は
、
室
内
運
動

　
健
康
運
動
指
導
士
の
森
愛
華
美

先
生
と
宇
多
津
臨
海
公
園
ま
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
、
そ
こ
で

ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
す
。
お
弁

当
を
食
べ
た
後
、
再
度
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
て
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
帰
っ
て
き
ま
す
。◎
保
健
師

に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

▼
対
象
　
宇
多
津
町
に
住
民
票
を

有
す
る
方

▼
申
し
込
み
　
不
要

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
参
物
　
汗
拭
き
タ
オ
ル
・
お

茶
ま
た
は
水
・
筆
記
用
具
・
お

弁
当

※

履
き
慣
れ
て
い
る
運
動
靴
・
運

動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
町
保
健
セ
ン

タ
ー
（
49
―
８
０
０
８
）

メ
タ
ボ
予
防
運
動
教
室

　
チ
ュ
ー
ブ
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
て

体
操
し
ま
す
。
筋
力
の
ア
ッ
プ
や

維
持
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
に
有
酸

素
運
動
が
効
果
的
！
休
日
の
ひ
と

と
き
、
少
し
ず
つ
運
動
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　
10
月
３
日
（
日
）、
17
日
（
日
）

　
11
月
７
日
（
日
）、
21
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

▼
場
所
　
地
域
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
（
宇
多
津
中
学
校

旧
体
育
館
）

▼
内
容
　
健
康
運
動
指
導
士
の
森

愛
華
美
先
生
と
一
緒
に
ス
ト

レ
ッ
チ
、
チ
ュ
ー
ブ
や
ボ
ー
ル

を
使
っ
た
健
康
運
動

▼
対
象
　
健
康
づ
く
り
に
関
心
の

あ
る
方

▼
申
し
込
み
　
不
要

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
参
物
　
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
・

タ
オ
ル
・
お
茶
ま
た
は
水
（
水

分
補
給
用
）

※

運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
町
健
康
増
進

課
（
49
―
８
０
０
１
）

●
認
知
症
の
家
族
会
「
ど
ん
ぐ
り

の
会
」

　
認
知
症
は
、
誰
で
も
起
こ
り
う

る
ご
く
身
近
な
病
気
で
す
。
家
族

な
ど
の
介
護
で
悩
ん
で
い
る
方
、

不
安
な
気
持
ち
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　
今
回
は
高
松
市
で
認
知
症
の
家

族
の
会
の
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す

「
夕
映
え
の
会
」
の
方
と
の
交
流

会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
６
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
認
知
症
の
介
護
経
験
を

お
持
ち
の
方
と
の
交
流
会

▼
参
加
費
　
無
料

▼
そ
の
他
　
会
で
の
内
容
は
秘
密

厳
守
。
ご
相
談
は
随
時
、
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

●
集
い
の
場
「
こ
す
も
す
」
参
加

者
募
集
！

　
高
齢
者
の
方
々
が
集
ま
る
場
で

す
。
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
一
度
、
会
場
に

来
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
　
町
内
の
概
ね
65
歳
以

上
の
方

▼
参
加
費
　
無
料

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
高
齢
者
の
方
の
総
合
相
談
窓
口
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
行
事
の
ご
案
内
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広告

総

合

相

談

（延人員）

介護・日常生活

サービスの利用

医　　療

所得・家庭生活

介護予防支援

計

68

26

7

11

98

210

センターの8月の相談実績 10月の予定

折り紙　かわいい子ぐまです。
手先を使って脳を活性化させましょう。

好きなこと・フリー　バルーンアート①
風船で犬や花などいろいろ作ってみましょう。

知識編　川柳に親しむ①
身近なことを題材に気軽に挑戦！

音楽関係　こがらす太鼓②
前回も盛り上がりました。　銭太鼓も使います。

日 曜日 内　　容

貊10月 1日

貊10月８日

貊10月15日

貊10月29日

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

８
月
の
相
談
実
績

　▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
49
―
８
７
４
０
＝
よ
く
　
は

な
し
を

第
二
回

　
認
知
症
の
原
因
と
な
る
　

　
　
病
気
と
症
状
に
つ
い
て

 

・
四
大
認
知
症

　
認
知
症
の
原
因
と
な
る
病
気
で

最
も
多
い
も
の
は
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
で
す
。
全
体
の
半

分
を
占
め
ま
す
。
次
い
で
脳
血
管

性
認
知
症
（
３
割
程
度
）、レ
ビ
ー

小
体
型
認
知
症
（
１
割
程
度
）、

前
頭
側
頭
葉
変
性
症
が
続
き
ま

す
。
こ
の
４
つ
の
認
知
症
を
合
わ

せ
る
と
全
体
の
９
割
に
な
る
こ
と

か
ら
四
大
認
知
症
と
呼
ば
れ
ま

す
。

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

は
、
記
憶
を
つ
か
さ
ど
る
海
馬
の

周
辺
や
空
間
認
知
を
つ
か
さ
ど
る

頭
頂
葉
か
ら
萎
縮
が
始
ま
り
ま

す
。
少
し
前
の
こ
と
を
す
っ
か
り

忘
れ
た
り
、
ク
ル
マ
の
運
転
中
に

道
筋
が
わ
か
ら
な
く
な
る
な
ど
の

症
状
が
初
期
か
ら
み
ら
れ
ま
す
。

脳
血
管
性
認
知
症
で
は
前
頭
葉
の

血
流
が
低
下
す
る
た
め
に
、
泣
き

上
戸
に
な
っ
た
り
怒
り
っ
ぽ
く
人

が
多
く
、
夕
方
か
ら
落
ち
着
か
ず

不
眠
に
な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
は
、

手
の
ふ
る
え
や
転
び
や
す
い
な
ど

の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
「
自
宅
の

中
に
他
人
が
入
り
込
ん
で
い
る
」、

「
動
物
や
虫
が
見
え
る
」
な
ど
幻

視
を
伴
う
こ
と
が
多
い
で
す
。
前

頭
側
頭
葉
変
性
症
は
ピ
ッ
ク
病
と

呼
ば
れ
て
き
た
病
気
で
す
。
前
頭

葉
が
強
く
萎
縮
す
る
認
知
症
で
、

意
欲
の
低
下
や
万
引
や
盗
み
食
い

な
ど
抑
制
の
外
れ
た
行
動
が
し
ば

し
ば
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
40
〜
60
代

の
比
較
的
若
い
患
者
が
多
い
で

す
。

　

 

・
早
期
発
見
・
治
療
で
治
療
可
能

な
認
知
症

四
大
認
知
症
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
が
認
知
症
の
原
因
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば

甲
状
腺
の
病
気
（
甲
状
腺
ホ
ル
モ

ン
が
低
下
し
た
状
態
、
む
く
み
や

汗
を
か
き
に
く
い
、
脈
拍
が
遅
い

な
ど
の
症
状
を
伴
う
）
や
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ12
欠
乏
症
な
ど
の
身
体
の
病
気

で
認
知
症
の
症
状
が
み
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
慢
性
硬
膜
下
血

腫
（
軽
微
な
頭
部
外
傷
に
よ
り
脳

を
被
う
硬
膜
の
下
に
血
液
が
た
ま

る
病
気
）
や
正
常
圧
水
頭
症
（
脳

の
髄
液
が
脳
室
と
い
う
場
所
に
た

ま
り
、
脳
室
が
拡
大
し
て
脳
を
圧

迫
す
る
病
気
）
も
認
知
症
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は

血
液
検
査
や
画
像
検
査
で
診
断
が

で
き
、
治
療
が
可
能
で
す
。
こ
の

ほ
か
肺
炎
や
電
解
質
異
常
、
身
体

の
病
気
の
治
療
薬
、
う
つ
病
で
も

認
知
症
と
似
た
症
状
が
み
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
の
認

知
症
を
心
配
す
る
と
き
、
ま
ず
か

か
り
つ
け
の
先
生
に
相
談
し
、
全

身
状
態
や
処
方
薬
の
影
響
な
ど
を

み
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
回
は
認
知
症
の
診
断
に
つ
い
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

連
載認

知
症
を
正
し
く
知
ろ
う
！

（
全
四
回
）

滝宮総合病院
心療内科もの忘れ外来
中村 光夫 医師
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「
こ
ん
に
ち
は
」

「
さ
よ
う
な
ら
」

「
失
礼
し
ま
す
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
は
、
月
曜
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
い
て
開
館
し
て
い
ま

す
。
キ
ッ
ズ
へ
来
た
ら
元
気
な
あ
い

さ
つ
を
お
願
い
し
ま
す
。
入
る
時
も

出
る
時
も
大
き
な
声
で
元
気
よ
く
、

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。「
あ
い
さ
つ
」

は
そ
の
場
に
い
る
人
の
気
持
ち
を
さ

わ
や
か
に
し
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ

て
仲
よ
く
遊
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
小
学
生
の
た
め
の
読
み
き
か
せ

□
毎
月
第
２
金
曜
日

□
午
後
３
時
半
〜
４
時

□
児
童
ク
ラ
ブ
室

□
指
導
　
徳
井
い
ず
み
先
生

●
幼
児
の
た
め
の
読
み
き
か
せ

□
毎
月
第
３
日
曜
日

　
午
前
10
時
〜
11
時

□
児
童
ク
ラ
ブ
室

□
指
導
　
本
に
親
し
む
会

※

０
才
か
ら
で
も
O
K
。
保
護
者
同

伴
、
紙
し
ば
い
、
折
り
紙
も
あ
り
ま
す
。

●
親
子
で
絵
て
が
み
教
室

□
毎
月
第
２
日
曜
日

　
午
前
10
時
〜
11
時
半

□
図
書
室

□
指
導
　
山
本
磯
吉
先
生

※

５
才
〜
小
学
６
年
生
ま
で
。

　
小
学
生
は
児
童
だ
け
で
も
O
K

　
幼
児
は
保
護
者
同
伴

問
い
合
わ
せ
先
　
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う

た
づ
（
49
―
４
０
０
５
）

　
９
月
20
日
は
、
お
年
寄
り
を
敬
い

お
祝
い
す
る
「
敬
老
の
日
」
で
し
た
。

敬
老
会
の
お
世
話
、
お
手
伝
い
は
、

婦
人
会
の
行
事
の
中
で
も
大
き
い
仕

事
の
一
つ
で
す
。

　
当
日
、
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
で
の

敬
老
会
に
参
加
で
き
る
元
気
な
高
齢

の
方
々
を
、
各
地
区
の
支
部
長
は
準

備
万
端
、
お
出
迎
え
の
態
勢
に
入
り
、

バ
ス
の
到
着
を
待
ち
ま
し
た
。
次
々

と
来
場
し
て
く
る
人
々
に
、
明
る
く

に
ぎ
や
か
に
声
を
掛
け
、
席
の
方
へ

ご
案
内
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
式
典
が
行
わ
れ
、
来
賓
の

方
々
か
ら
も
お
祝
い
の
言
葉
を
受
け

ま
し
た
。
今
年
は
例
年
と
少
し
趣
を

変
え
、
四
国
健
康
村
に
来
て
い
る
劇

団
の
座
長
さ
ん
た
ち
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
移
り
ま
し

た
。
藤
間
衣
香
社
中
の
可
愛
ら
し
い

子
供
さ
ん
た
ち
の
舞
い
に
、
つ
い
笑

み
も
こ
ぼ
れ
、
拍
手
喝
采
で
し
た
。

次
の
大
川
竜
之
助
劇
団
の
歌
謡
・
演

舞
シ
ョ
ー
の
艶
や
か
で
華
麗
な
舞
台

に
も
満
足
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で

す
。
　
婦
人
会
で
は
、
今
後
も
多
く
の
皆

さ
ん
の
声
を
聞
い
て
、
よ
り
一
層
楽

し
い
敬
老
会
が
開
催
で
き
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
支
部

長
の
み
な
さ
ん
は
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。
　
ま
た
、
10
月
10
日
（
日
・
祝
）
に

大
松
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
宇
多

津
中
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
す
。

婦
人
会
は
お
茶
の
接
待
を
し
ま
す
。

元
気
な
あ
い
さ
つ

　
　
　「
う
た
づ
っ
子
」

キ
ッ
ズ
の
各
教
室

　
　
　
　
参
加
者
募
集
！

空
席
の
椅
子
の
ふ
え
た
り
敗
戦
忌 

綾
田　

ゆ
た
か

　

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
連
合
国
側
の
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
無
条
件
受
諾
で

戦
は
終
っ
た
。
敗
戦
を
記
念
す
る
日
で
は
な
く
、
戦
没
者
の
追
悼
行
事
と
、
戦
争

の
根
絶
を
誓
う
行
事
で
あ
る
。
当
時
の
人
々
も
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
り
、
空
席
が

多
く
な
っ
た
。
記
憶
も
薄
れ
忘
れ
去
ら
れ
て
行
く
。
戦
没
忌
か
、平
和
の
日
か
。 

鑑
賞　

渋
谷　
　

昌
克

万
緑
の
染
み
た
る
白
布
取
り
込
め
り 

太
田
た
か
ひ
ろ

夏
霧
の
ふ
く
ら
み
映
す
瀬
戸
の
海 

木
下　

よ
し
を

や
す
や
す
と
風
出
て
日
暮
れ
鬼
や
ら
ひ 

木
下　

す
み
子

空
港
へ
急
い
で
お
り
ぬ
秋
の
虹 

黒
田　

乃
理
子

手
に
取
れ
ば
こ
ぼ
れ
い
し
か
な
稲
の
花 

小
林　
　

壱
沙

こ
ほ
ろ
ぎ
や
し
ゅ
ん
の
も
の
加
へ
酌
み
交
わ
す 

五
福　
　

吉
美

灯
の
核
に
触
れ
む
と
火
蛾
の
狂
ひ
け
り 

渋
谷　
　

昌
克

北
隅
に
ひ
と
つ
雲
あ
り
敬
老
日 

田
中　

荷
葉
子

風
鈴
や
ひ
と
り
で
遊
ぶ
猫
に
な
る 

松
浦　

か
つ
子

秋
麗
や
満
貴
荘
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム 

溝
渕
よ
し
み
ち

人
の
来
ぬ
畦
道
白
粉
花
盛
り 

山
本　
　

洋
子

冷
房
機
酷
使
酷
使
の
唸
り
ご
え 

横
田　
　

遊
人

笑
い
声
の
こ
し
て
ゆ
け
り
夏
帽
子 

松
浦　
　

貞
生

真
夜
中
の
月
へ
恪
勤
の
靴
を
穿
く 

綾
田　

ゆ
た
か

く
ま
ぜ
み
や
同
行
二
人
と
唱
え
け
り 

井
原　

せ
つ
子

魚
　
　

自
慢
げ
に
魚
拓
並
べ
て
友
を
待
つ

　
　

孫
の
話
酒
の
サ
カ
ナ
に
梅
雨
が
明
け

　
　

魚
好
き
今
日
も
お
い
し
く
食
べ
て
ま
す

　
　

魚
心
チ
ョ
ッ
ト
だ
け
な
ら
有
り
ま
す
よ

　
　

骨
の
無
い
う
ま
い
魚
が
無
い
も
の
か

軸　

釣
り
日
和
魚
の
ご
機
嫌
伺
い
に

自
由
吟　

互
選

一
歳
の
曾
孫
と
歩
く
九
十
歳

元
気
で
す
と
云
っ
て
も
畠
の
草
に
負
け

梅
雨
空
に
あ
じ
さ
い
の
白
目
に
す
が
し

付
き
合
っ
て
五
年
過
ぎ
た
が
片
想
い

あ
け
鳥
あ
ん
だ
け
食
べ
て
無
事
な
の
か

釣
り
き
ち
の
弟
二
人
に
舟
二
艚

松
本　

美
風

藤
田
み
よ
こ

田
村　

幸
子

山
本　

磯
吉

岩
田　

佳
泉

木
村　

久
子

今
月
の
一
句

元
気
で
す
と
云
っ
て
も
畠
の
草
に
負
け

　

此
の
暑
い
中
、
草
抜
き
な
さ
る
元
気
を
買
い
ま
す
。
し
か
し
、
雑
草
の
生

命
力
に
わ
か
な
い
ま
せ
ん
。
草
の
緑
も
よ
い
景
色
で
す
。　

「
山
川
草
木
う

た
た
荒
涼
」

　

自
然
の
中
で
、
無
理
せ
ず
お
幸
せ
に
。

藤
田
み
よ
こ

佳
泉　

評

木
村　

久
子
選

美　

風

佳　

泉

幸　

子

磯　

吉

み
よ
こ

久　

子
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活動日 

●ボランティア活動の問い合わせ先　町社会福祉協議会　☎49－0287

活動内容・時間 活動場所 活動グループ 

視覚障害者に対して声の便り 
13：00～ 

町福祉センター2階
ボランティア連絡協議会室

町福祉センター
（社会福祉協議会）集合 

朗読の会 

美化活動 
 8：00～ 

JR宇多津駅前集合 ボランティア推進委員会 

老人給食配食 
10：30～ 

老人給食ボランティア 第1～第4金曜日

町福祉センター うたづ苺一絵 第1・第3金曜日

第1・第3月曜日

第1・第3日曜日

絵手紙講座 

10月のボランティアカレンダー

ユープラザうたづニュース ハーモニーホール　10月

ライブラリーうたづニュース 

●問い合わせ先
　ライブラリーうたづ　　☎49－8025
　その他の行事については、
　ユープラザうたづまで　☎49－8020

10月の休館日

ライブラリーうたづ 4日㈪・12日㈫・18日㈪・25日㈪・29日㈮

4日㈪・12日㈫・18日㈪・25日㈪ユープラザうたづ

▶日時　10月９日（土）午後３時～３時30分
▶場所　ライブラリーうたづ　おはなしコーナー
▶内容　絵本の読み聞かせ、紙芝居など

　ライブラリーうたづ所蔵の資料のうち、保存期
間１年を過ぎた雑誌（約80種、1500冊）を無料
で差し上げます。
▶日時　10月２日（土）～10月３日（日）
　　　　午前９時～午後６時
▶場所　ユープラザうたづ　エントランスロビー
　お持ち帰りの冊数を制限させていただくことが
あります。また、すべての雑誌がなくなり次第終
了します。混雑する場合は、場内整理をさせてい
ただくことがあります。

　家庭でいらなくなった本をお互いに持ち寄
り、交換する「本の交換会」を実施します。
▶日時　10月23日（土）～24日（日）
　　　　午前10時～午後４時
▶場所　ユープラザうたづロビー
▶その他　一人10冊までの持ち寄りとさせて
いただきます。参考書・教科書・専門書・
雑誌などはご遠慮ください。

おはなし会

雑誌のリサイクル

本の交換会

10月２日（土）　YKK文化講演会（関係者のみ）

　　３日（日）　ピアノ教室発表会

　　10日（日）　琴・岡田社中発表会

　　15日（金）　綾歌郡教育文化祭音楽会

　　16日（土）　宇多津中学校文化祭

　　17日（日）　ピアノ教室発表会

　　23日（土）　ショパン国際ピアノコンクールｉｎＡＳＩＡ四国地区大会

　　24日（日）　ヤマハヤングピアニストコンテスト

　　30日（土）　グループ礫定期演奏会

　　31日（日）　ピアノ教室発表会

※予告なく変更することもあります。
●問い合わせ先　ユーラザうたづ　☎49－8020

１．金一封
 　（故）福闢キヨ子
　　　香典返し寄附金　福闢隆行
１．金一封
 　（故）田中嘉代次
　　　香典返し寄附金　田中征雄

お礼
　ご厚志に対しお礼申し上げますとともに、故人のご
冥福を心からお祈り申し上げます。また、承った寄附は、
福祉向上、町の緑化・花いっぱい運動及び安心安全の
町づくりのために使用させていただいています。

宇多津町・宇多津町社会福祉協議会

１．金一封
 　（故）福闢キヨ子
　　　香典返し寄附金 福闢隆行
１．金一封
（故）田中嘉代次
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米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
施
行

　
新
た
な
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
10

月
１
日
か
ら
、
米
や
米
加
工
品
を
売

買
ま
た
は
移
動
、
廃
棄
な
ど
を
行
っ

た
場
合
、
そ
の
記
録
を
作
成
、
原
則

と
し
て
３
年
は
保
存
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
対
象
と
な
る
米
・
米
加
工
品
は
、

米
穀
、
米
粉
や
米
こ
う
じ
な
ど
の
中

間
原
材
料
、米
飯
類
、も
ち
、だ
ん
ご
、

米
菓
、
清
酒
、
単
式
蒸
留
焼
酎
、
み

り
ん
な
ど
で
す
。
対
象
者
は
、
生
産

者
を
含
め
、
対
象
品
目
の
米
・
米
加

工
品
の
販
売
、
輸
入
、
加
工
、
製
造

ま
た
は
提
供
す
る
事
業
を
行
う
す
べ

て
の
人
で
す
。

　
来
年
７
月
１
日
か
ら
は
、
米
や
米

加
工
品
の
販
売
や
、
外
食
店
な
ど
で

米
飯
類
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、
消

費
者
へ
の
産
地
情
報
の
伝
達
も
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
中
国
四
国
農
政

　
局
　
香
川
農
政
事
務
所
食
料
部

　（
０
８
７
―
８
３
１
―
８
１
５
３
）

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
を
発
行

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切

に
保
管
を
〜

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対

象
で
す
。

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
が
本
年
10
月
下
旬
か
ら
11

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書
か
領
収

書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
、
来
年
の
１
月
下
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

　
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会

保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ

た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
照

会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表

示
さ
れ
て
い
る
年
金
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
営
業
や
フ
リ
ー
で
働
く
人
な

ら
知
っ
て
お
き
た
い
！

国
民
年
金
基
金
相
談
所

▼
日
時
　
10
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
研

修
室

▼
内
容
　
自
営
業
や
フ
リ
ー
で
働
く

方
が
国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金
と

し
て
加
入
で
き
る
国
民
年
金
基
金

の
特
徴
と
メ
リ
ッ
ト
を
ご
説
明
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
香
川
県
国
民
年

金
基
金
（
０
１
２
０
―
６
５
―
４

１
９
２
）

労
働
問
題
お
ま
か
せ
週
間

無
料
労
働
相
談
会

　
香
川
県
と
香
川
労
働
局
で
は
、
解

雇
、
退
職
、
賃
金
未
払
、
労
働
条
件

の
引
下
げ
等
の
労
使
関
係
上
の
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
、
弁
護
士
に
よ
る
無

料
労
働
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。（
お

気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
）

▼
日
時
　
10
月
12（
火
）〜
15
日（
金
）

12
時
〜
16
時

▼
受
付
場
所
　
県
庁
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
東
館
１
階
）

▼
対
象
者
　
県
内
の
事
業
所
に
お
勤

め
の
労
働
者
、
使
用
者

▼
相
談
員
　
弁
護
士
、
大
学
教
授
ら

▼
無
料

▼
申
し
込
み
　
直
接
会
場
へ
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
香
川
県
労
働
委

員
会
事
務
局
（
０
８
７
―
８
３
２

―
３
７
２
１
）

お
気
軽
に
行
政
相
談
の

ご
利
用
を

10
月
18
日
か
ら
24
日
は

　「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　
総
務
省
は
、
国
や
県
・
市
町
の
仕

事
に
つ
い
て
、
意
見
・
要
望
や
苦
情

な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し
、
解
決
の

促
進
や
行
政
運
営
の
改
善
を
図
っ
て

い
ま
す
。
総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け

た
行
政
相
談
員
が
次
の
と
お
り
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
相
談
日
時
　
毎
月
第
３
金
曜
日

　
午
後
１
時
〜
３
時

▼
相
談
場
所

　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

▼
問
い
合
わ
せ

 

・
行
政
苦
情
１
１
０
番
（
０
５
７
０

　
―
０
９
０
１
１
０
）

 
・
四
国
行
政
評
価
支
局
行
政
相
談
課

　（
０
８
７
―
８
３
１
―
３
１
０
３
）

 

・
町
総
務
課
（
49
―
８
０
１
３
）

『
薬
と
健
康
の
週
間
　
　
　
　
　

　
　
／
10
月
17
日
〜
10
月
23
日
』

　
私
た
ち
の
健
康
を
維
持
す
る
手
段

の
一
つ
と
し
て
、【
薬
】
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
こ
れ
を
機

会
に
、「
薬
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い

方
」を
家
族
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
用
法
・
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う

◎
正
し
く
保
管
を

◎
併
用
を
避
け
ま
し
ょ
う

◎
病
院
等
で
処
方
さ
れ
た
薬
を
他
人

に
渡
さ
な
い
で

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

健
康
ア
ラ
カ
ル
ト

健
康
ア
ラ
カ
ル
ト

み
ん
な
の
健
康

み
ん
な
の
健
康

健
康
ア
ラ
カ
ル
ト

み
ん
な
の
健
康
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◎
　
か
か
り
つ
け
　
の
薬
局
・
薬
剤

師
を
決
め
よ
う

◎
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
）
に
つ
い
て
知
ろ
う

◎
一
般
用
医
薬
品
の
販
売
制
度
が
変

わ
り
ま
し
た

◎
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制
度
で

保
障
さ
れ
て
い
ま
す

◎
医
薬
品
の
個
人
輸
入
に
ご
注
意
を

10
月
10
日
は
『
目
の
愛
護
デ
ー
』

今
年
の
標
語
は
『
忘
れ
て
ま
せ
ん

か
？
　
目
の
健
診
』
で
す
。

　
あ
な
た
は
目
を
い
た
わ
っ
て
あ
げ

て
い
ま
す
か
？
　
普
段
、
景
色
を
見

た
り
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
や
本
を
見
た

り
と
、
目
は
い
ろ
い
ろ
な
役
割
を
果

た
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
の
発
達
で
目

を
酷
使
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
大
切
な
目
で
す
。
こ

の
機
会
に
目
の
愛
護
に
つ
い
て
み
ん

な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
ケ
ー
タ
イ
で
恋
の
歌
を

文
化
芸
術
に
よ
る
創
造
の
ま
ち
　
う
た
づ

平
成
相
聞
歌
募
集

　
宇
多
津
町
が
「
恋
人
の
聖
地
」
に

認
定
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
現
代
の

人
々
に
、
ケ
ー
タ
イ
と
い
う
新
し
い

メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
、平
成
の
「
恋
」

を
う
た
っ
て
も
ら
お
う
と
、
香
川
短

期
大
学
と
宇
多
津
町
が
連
携
し
て
、

平
成
十
九
年
度
よ
り
「
平
成
相
聞
歌

　
ケ
ー
タ
イ
で
恋
の
歌
を
」
事
業
を

実
施
し
て
、
今
年
で
４
回
目
を
迎
え

ま
す
。

　
作
品
は
ケ
ー
タ
イ
や
パ
ソ
コ
ン
か

ら
募
集
し
ま
す
（
10
月
〜
11
月
）。

詳
し
く
は
、
折
込
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
若
者
が
集
う
文

　
化
の
ま
ち
　
う
た
づ
実
行
委
員
会

　（
香
川
短
期
大
学
　
地
域
交
流
セ

　
ン
タ
ー
内
　
49
―
８
０
５
３

　
平
日
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
）

宇
多
津
ま
ち
か
ど
美
術
館
　
　

「
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｂ
ｉ
」
館
長
募
集

　
こ
の
事
業
は
、
絵
な
ど
の
作
品
を

ま
ち
か
ど
に
展
示
す
る
こ
と
を
通
し

て
、ま
ち
を
愛
す
る
心
を
は
ぐ
く
み
、

ま
ち
を
つ
く
る
「
め
」
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
作
品
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
、
ご
自
宅
に
あ
る
ご
自
慢
の
〝
ｉ

ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｎ（
逸
品
）〞
を
「
町
家
と

お
ひ
な
さ
ん
」
で
お
ひ
な
さ
ん
を
飾

る
よ
う
に
、
ご
自
宅
で
公
開
で
き
る

「
館
長
さ
ん
」
を
募
集
し
ま
す
。

【
館
長
の
条
件
】

※

熱
意
を
も
っ
て
〝
ｉ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｎ

〞
を
説
明
で
き
る
方
　※

観
覧
希
望

者
に
公
開
で
き
る
こ
と（
公
開
日
は
、

予
約
者
の
み
の
公
開
で
も
可
）　※

子
ど
も
た
ち
に
〝
ｉ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｎ
〞

を
解
説
し
て
い
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
　※

町
内
の
エ
リ
ア
は
問
い
ま

せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｂ
ｉ
事

　
務
局
（
町
政
策
調
整
室
内
）（
49

　
―
８
６
０
０
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
お

知
ら
せ

●「
庭
の
草
を
抜
き
た
い
け
ど
」

　「
家
具
を
動
か
し
た
い
が
一
人
で

は
」、
こ
の
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た

事
で
お
困
り
で
は
な
い
で
す
か
。

　
宇
多
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
草
刈
り
・
農
作
業
・
墓

地
清
掃
・
大
工
・
塗
装
・
剪
定
・
ふ

す
ま
、
障
子
張
り
替
え
な
ど
、
高
齢

者
の
豊
か
な
経
験
、
能
力
を
活
か
し

て
様
々
な
仕
事
を
お
引
き
受
け
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健

康
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
会
員
に
な

れ
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
シ
ル
バ
ー
講
習
会
受
講
者
募
集

　
香
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
主
催
で
次
の
と
お
り
宇
多
津

町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
講
習
名
　
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
講
習
　

　（
パ
ソ
コ
ン
等
）

▽
対
象
者
　
60
歳
か
ら
64
歳
の
方

▽
受
講
期
間
　
11
月
８
日
（
月
）〜

11
月
19
日
（
金
）

▽
受
付
期
間
　
10
月
４
日
（
月
）〜

10
月
22
日
（
金
）

▽
講
習
場
所
　
坂
出
宇
多
津
広
域
行

政
事
務
組
合

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
宇
多
津
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
49
―
２
５
１
０
）

町
民
交
通
傷
害
保
険
の
終
了
に

つ
い
て

　
長
ら
く
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
町
民
交
通
傷
害
保
険
に

つ
き
ま
し
て
は
、
保
険
会
社
の
都

合
に
よ
り
、現
保
険
の
満
期
日
（
平

成
22
年
10
月
31
日
）
を
も
ち
ま
し

て
、
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
保
険
の
継
続
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

健
康
ア
ラ
カ
ル
ト

み
ん
な
の
健
康

種　別
入札等結果情報 （８月１日～８月31日執行分） （単位：千円、消費税抜き）

工事（業務）名 執行方法 入札等執行日 落札金額 落札者

7,150

50,750

4,500

工事請負

工事請負

業務委託

町道本村堤塘線改良工事

公共下水道　岩屋地区汚水管渠築造工事

公共下水道汚水管布設工事に伴う水道管移設工事設計業務

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

（有）瀬戸

清水建設（株）
四国支店 

朝日設計（株）

Ｈ22.８.６

Ｈ22.８.24

Ｈ22.８.25

消費生活に関する相談は、香川県消費生活センター　☎087－833－0999へ。
多重債務・ヤミ金融専用相談は、香川県消費生活センター　☎087－834－0008へ。

“

“
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『
街
の
歴
史
探
訪
』
参
加
者
募
集

―
宇
多
津
の
寺
社
の
ル
ー
ツ
を
探
ろ

う
―

　
宇
多
津
町
の
歴
史
・
文
化
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
宇
多
津
の
寺
社
の

ル
ー
ツ
を
探
り
ま
す
。
個
人
で
は
拝

観
で
き
な
い
場
所
も
あ
り
、
第
１
回

は
大
変
好
評
で
し
た
。

▼
日
時
　
11
月
９
日（
火
）、10
日（
水
）

▼
行
程
　
全
行
程
　
バ
ス
、
１
泊
２
日

　
９
日

○
永
平
寺
（
南
隆
寺
　
曹
洞
宗
大
本

山
・
福
井
県
）

　
10
日

○
西
本
願
寺
（
西
光
寺
　
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
本
山
・
京
都
市
）

○
本
能
寺
（
本
妙
寺
　
法
華
宗
本
門

流
大
本
山
・
京
都
市
）

※

詳
し
い
行
程
表
は
、
申
し
込
み
時

に
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
費
用
　
２
万
円
（
宿
泊
費
・
交
通

費
・
食
事
代
・
保
険
料
な
ど
含
む
）

▼
募
集
人
数
　
40
人
　※

定
員
に
な

り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
申
込
期
間
　
10
月
１
日
（
金
）〜

15
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
　
費
用
を
添
え
て
町
教

育
委
員
会
事
務
局
窓
口
ま
で
。※

電
話
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ

ん
。

▼
共
催
　
宇
多
津
町
寺
社
会

　
宇
多
津
町
文
化
財
保
護
協
会

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会

事
務
局
　
生
涯
学
習
課
（
49
―
８

０
０
７
）

「
舞
踏
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」

こ
ど
も
出
演
者
急
募

▼
踊
る
日
　
10
月
31
日
（
日
）

▼
踊
る
場
所
　
さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国

▼
対
象
　
小
学
生
以
下

▼
練
習
日
　
毎
週
木
曜
午
後
５
時
〜

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
葉
月
ソ
シ
ア
ル

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
（
０
９
０
―
９
４

５
８
―
５
４
７
４
）

み
ん
な
で
ス
イ
セ
ン
の
花
を
咲

か
せ
ま
せ
ん
か

　
大
束
川
を
花
で
飾
り
、
美
し
い
景

観
を
形
成
し
、
川
に
親
し
め
る
よ
う

に
と
、
ス
イ
セ
ン
の
球
根
を
植
え
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
イ
セ
ン
を
咲
か
す
会
（
前
川
宗

幸
会
長
）
は
、
今
年
も
１
万
個
の
球

根
を
植
え
る
計
画
で
す
。
ス
イ
セ
ン

の
花
が
好
き
な
人
や
興
味
が
あ
る

人
、親
子
で
ふ
れ
あ
う
機
会
と
し
て
、

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
み
ん
な
の
力
で
、
来
春
に
は

大
束
川
に
美
し
い
ス
イ
セ
ン
の
花
を

咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
日
　
10
月
11
日
（
祝
）

 

・
開
始
式
　
　
午
前
９
時
20
分

 

・
作
業
開
始
　
午
前
９
時
30
分

※

当
日
実
施
の
場
合
、
８
時
に
花
火

で
合
図
し
ま
す
。

▼
式
場
所
　
番
場
橋
右
岸
側

　※

直
接
、
現
地
へ
集
合
。
な
お
、

駐
車
場
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
植
付
け
場
所
　
左
図
の
と
お
り

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
町
建
設
課

　（
49
―
８
０
１
２
）

３
月
５
日
・
６
日
に
「
第
８
回

う
た
づ
の
町
家
と
お
ひ
な
さ
ん
」

　
宇
多
津
町
に
春
を
呼
ぶ
恒
例
イ
ベ

ン
ト
「
う
た
づ
の
町
家
と
お
ひ
な
さ

ん
」
の
開
催
日
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
来
年
３
月
５
日
（
土
）・

６
日
（
日
）
の
９
時
〜
17
時
で
す
。

　
実
行
委
員
会
で
は
、
一
緒
に
「
う

た
づ
の
町
家
と
お
ひ
な
さ
ん
」
の
企

画
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
49
―
０
２
８
７
）

●
太
極
拳
健
康
体
操
教
室

　
ゆ
っ
く
り
し
た
動
き
で
無
理
な
く

全
身
運
動
が
で
き
、
認
定
指
導
員
が

動
作
や
呼
吸
法
を
丁
寧
に
指
導
し
て

く
れ
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方
で
も

安
心
で
す
。

▼
日
時
　
10
月
４
日（
月
）、
18
日  

　（
月
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　（
11
月
以
降
も
来
年
１
月
ま
で
毎

月
２
回
実
施
）

▼
場
所
　
地
域
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
玉
井
眞
之
先
生
の
指
導
に

よ
る
太
極
拳
の
動
作
や
呼
吸
法
を

取
り
入
れ
た
一
連
の
動
作
を
体
操

と
し
て
実
践
。

▼
対
象
　
日
常
生
活
の
中
で
軽
運
動

を
習
慣
付
け
た
い
方

▼
参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
全
10
回

分
）　※

申
込
時
に
ご
持
参
く
だ

さ
い

▼
持
参
物
　
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
（
上

履
き
の
よ
う
な
底
の
薄
い
も
の
）・

タ
オ
ル
・
水
分
補
給
の
飲
み
物

※

運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
・
生
涯
学
習
課

　（
49
―
８
０
０
７
）

第
29
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ペ

宇
多
津
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

▼
日
時
　
11
月
21
日
（
日
）
各
自
ス

タ
ー
ト
40
分
前
集
合

▼
場
所
　
高
松
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

城
山
コ
ー
ス

▼
会
費
　
５
０
０
０
円

▼
参
加
資
格
　
町
内
在
住
又
は
事
業

所
勤
務
及
び
主
催
者
の
認
め
た
方

▼
申
込
先
　
宇
多
津
町
商
工
会
（
49

―
１
３
１
１
）※

11
月
５
日
（
金
）

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

宇多津小学校

植え付け場所

開会集合場所
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『
ち
い
さ
な
　
お
と
も
だ
ち
』
い

ら
っ
し
ゃ
い
！

▼
日
時
　
10
月
29
日
（
金
）
午
前
10

時
（
雨
天
実
施
）

▼
場
所
　
宇
多
津
幼
稚
園

▼
内
容
　
お
ま
つ
り
ご
っ
こ
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
お
部
屋
見
学

な
ど
が
あ
り
、
幼
稚
園
の
お
友
だ

ち
が
作
っ
た
お
店
が
た
く
さ
ん
並

び
ま
す
。
一
緒
に
お
買
い
物
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
お
母
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
幼
稚

園
で
使
う
手
作
り
品
の
販
売
（
11

時
〜
）
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
宇
多
津
幼
稚
園

　（
49
―
０
１
９
８
）

美
し
い
景
観
づ
く
り
　
　
　
　

　
　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
　

―
景
観
づ
く
り
か
ら
人
と
地
域
が
元

気
に
な
る
香
川
の
ま
ち
づ
く
り
―

　
香
川
県
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
の
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

▼
日
時
　
11
月
16
日
（
火
）　
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
場
所
　
か
が
わ
国
際
会
議
場
（
高

松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２
―
１
）

▼
申
込
み
締
め
切
り
　
11
月
５
日

（
金
）必
着
。
　
は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
。　
受
付
後
、

整
理
番
号
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
県
都
市
計
画
課

　（
０
８
７
―
８
３
２
―
３
５
５
７
）

備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

一
般
公
開

▼
日
時
　
10
月
31
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

▼
内
容
　
映
画
「
海
猿
」
で
使
用
し

た
台
本
、ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
展
示
、

海
上
保
安
庁
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
展
示

飛
行
な
ど
イ
ベ
ン
ト
多
数
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
備
讃
瀬
戸
海
上

交
通
セ
ン
タ
ー（
49
―
３
３
６
６
）

か
が
わ
県
民
健
康
大
勉
強
会

〜
世
界
一
受
け
た
い
　
　
　

　
　
　
　
う
ま
げ
な
授
業
〜

▼
日
時
　
10
月
30
日
（
土
）●
１

時
間
目
「
メ
タ
ボ
対
策
」
授
業

『「W
ii

　Fit

」
監
修
者
が
教
え

る
ど
こ
で
も
気
軽
に
メ
タ
ボ
対

策
」』
午
前
10
時
半
〜
●
２
時

間
目
「
が
ん
対
策
」
授
業
『
正

し
い
乳
が
ん
検
診
の
す
す
め
』

午
後
１
時
〜
●
課
外
授
業
リ

レ
ー
ト
ー
ク「
が
ん
へ
の
思
い
」

午
後
３
時
〜

▼
場
所
　
香
川
県
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
１
階

▼
入
場
無
料
　
250
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県

健
康
福
祉
総
務
課
（
０
８
７
ー

８
３
２
ー
３
２
６
１
・
fax
０
８

７
ー
８
０
６
ー
０
２
０
９

 

・
高
松
市
番
町
４
ー
１
ー
10
）
宛

に
ハ
ガ
キ
か
fax
で
名
前
・
年
齢
・

性
別
・
住
所
・
電
話
・
参
加
希

望
授
業
を
記
載
し
送
付※

申
込

締
切
　
10
月
15
日
（
金
）

総
合
型
ク
ラ
ブ
の
案
内

●
教
室
・
サ
ー
ク
ル

　【
教
室
】▼
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
▼
ミ

ニ
テ
ニ
ス
▼
キ
ン
ボ
ー
ル
・

キ
ッ
ズ
▼
体
育
教
室
（
２
、
３

歳
児
・
幼
児
・
児
童
）▼
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
（
キ
ッ
ズ
・
ジ
ュ

ニ
ア
）▼
キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス
▼
テ

ニ
ス
（
キ
ッ
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
・

一
般
）▼
ギ
タ
ー
【
サ
ー
ク
ル
】

▼
キ
ン
ボ
ー
ル

●
ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室
・
大
会 

参

加
者
募
集

▼
日
時
　
10
月
11
日
（
月
・
祝
）

教
室
／
午
前
９
時
30
分
〜

　
大
会
／
午
前
11
時
〜
12
時
30
分

▼
場
所
　
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
　

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
　

▼
定
員
　
40
人
／
未
成
年
者
の
申

し
込
み
、
参
加
は
保
護
者
の
責

任
で
願
い
ま
す
。

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　D
ISPO

RT(

デ
ィ
ス
ポ
ル
ト)

・

キ
ラ
キ
ラ 

う
た
づ
事
務
局
（
０

９
０
ー
８
１
６
６
ー
３
３
８
６
）

●D
IS
P
O
R
T

・
キ
ラ
キ
ラ
う
た

づ 

杯
　
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大

会
　
参
加
者
募
集

▼
種
目
　
13
歳
以
下
・
男
女
シ
ン

グ
ル
ス
　
15
才
以
下
・
男
女
シ

ン
グ
ル
ス

▼
日
時
　
13
才
以
下
は
11
月
21
日

（
日
）、15
才
以
下
は
11
月
23
日（
火
・

祝
）
／
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜（
小

雨
決
行
）（
Ｊ
Ｒ
宇
多
津
駅
北
口
徒

歩
１
分
）※

天
候
に
よ
り
11
月
28
日

（
日
）
に
延
期

▼
参
加
費
　
１
人
１
５
０
０
円

▼
場
所
・
申
込
先
　
B
U
Z
Z
テ

ニ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
宇
多
津（
Ｊ

Ｒ
宇
多
津
駅
東
４
９
ー
５
７
０

０
）

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
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児
童
扶
養
手
当
は
、
一
人
親
家
庭

の
生
活
安
定
と
自
立
を
促
進
し
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
支

給
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
制
度
改
正
で
、

８
月
１
日
か
ら
父
子
家
庭
に
も
支
給

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
該
当
者

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
ど

も
が
お
り
、
生
計
を
同
じ
く
す
る

父
親
が
対
象
で
す
。

　
①
父
母
が
離
婚
し
た
子
ど
も

　
②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
母
が
一
定
程
度
の
障
害
を
も
つ

状
態
に
あ
る
子
ど
も

④
そ
の
他
（
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
子
ど
も
な
ど
）

　
手
当
て
額
は
、
子
ど
も
の
数
や

受
給
資
格
者
の
所
得
な
ど
で
異
な

り
ま
す
。
経
過
措
置
期
間
中
の
特

例
に
よ
り
、
11
月
30
日
ま
で
に
宇

多
津
町
保
健
福
祉
課
に
申
請
す
る

と
、
８
月
分
ま
た
は
要
件
に
該
当

し
た
日
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
申
請

の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課
（
49
―
８
０
０
３
）

　
香
川
県
子
育
て
支
援
課
（
０
８
７

　
―
８
３
２
―
３
２
８
６
）

　
次
の
条
件
に
該
当
さ
れ
る
方
に
支

給
い
た
し
ま
す
。（
昨
年
度
受
給
さ
れ

た
方
は
、
手
続
き
は
不
要
で
す
）

▼
該
当
者

宇
多
津
町
に
１
年
以
上
（
９
月
30

日
現
在
）
住
所
を
有
す
る
方
で
次

の
該
当
者

〔
援
護
金
〕
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方

〔
弔
慰
金
〕
援
護
金
資
格
者
が
死
亡

し
た
場
合
、
葬
祭
を
行
っ
た
方

▼
支
給
日
　
10
月
25
日
（
月
）

▼
そ
の
他

次
の
方
は
、
変
更
又
は
申
請
の
手

続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
受
付
期

間
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
昨
年
度
受
給
さ
れ
た
方
で
金
融
機

関
を
変
更
さ
れ
る
方

②
平
成
21
年
９
月
30
日
以
降
、
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
方

▼
印
鑑
・
被
爆
者
健
康
手
帳
・
預
金

通
帳
（
弔
慰
金
申
請
者
は
援
護
金

資
格
者
の
死
亡
の
事
実
を
明
ら
か

に
す
る
書
類
も
必
要
）
を
持
参
く

だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　
10
月
１
日
（
金
）〜
10
月
15
日
（
金
）

▼
受
付
場
所
　
町
保
健
福
祉
課
（
49

　
―
８
０
０
３
）

　
宇
多
津
町
で
は
、
金
婚
式
を
迎
え

ら
れ
る
ご
夫
婦
を
対
象
に
お
祝
い
の

式
を
開
催
し
、
記
念
品
を
お
贈
り
し

ま
す
。
金
婚
式
の
日
程
は
、
11
月
上

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
、
宇
多

津
町
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し
、

結
婚
し
た
日
か
ら
満
50
年
を
迎
え

た
ご
夫
婦

▼
申
込
先

町
保
健
福
祉
課
に
、10
月
15
日
（
金
）

ま
で
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。
対
象
者
に
は
、
日
程
が
決
ま

り
次
第
連
絡
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
町
保
健
福
祉
課

　（
49
―
８
０
０
３
）

　
町
で
は
、
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
、

認
知
症
老
人
を
常
時
介
護
し
て
い
る

方
に
対
し
て
介
護
見
舞
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

 
・
平
成
22
年
９
月
30
日
現
在
、
宇
多

津
町
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し
て

い
る
方

 

・
町
の
規
定
す
る
寝
た
き
り
老
人
及

び
認
知
症
老
人
の
方
と
同
居
し
、

お
お
む
ね
６
か
月
以
上
継
続
し
て

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方

▼
申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
書
で
10

月
15
日
（
金
）
ま
で
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
町
保
健
福
祉
課

　（
49
―
８
０
０
３
）

　
10
月
11
日
は
祝
日
で
す
が
、
月
・

木
収
集
地
域
で
は
、
通
常
通
り
行
い

ま
す
の
で
、
８
時
30
分
ま
で
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
角
山
環
境
セ
ン
タ
ー

で
も
、
祝
日
の
可
燃
ご
み
を
受
け
入

れ
ま
す
。

（
受
入
時
間
、
午
後
２
時
〜
４
時
有
料
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
町
住
民
生
活
課

　（
49
―
８
０
０
０
）

　
新
築
・
増
築
等
家
屋
の
固
定
資
産
税

算
定
の
た
め
の
家
屋
評
価
で
税
務
職
員

が
順
次
、対
象
住
宅
を
お
伺
い
し
ま
す
。

前
も
っ
て
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

が
、
連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
は
訪
問
当

日
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
物
件

平
成
22
年
12
月
末
日
ま
で
に
建
っ

た
建
物
並
び
に
未
評
価
の
建
物
（
屋

根
、
三
方
を
囲
ん
だ
外
壁
、
基
礎

が
あ
る
建
物
は
す
べ
て
対
象
に
な

り
ま
す
）

▼
調
査
内
容

資
材
、
外
装
、
内
装
、
設
備
等
を

評
価
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

調
査
日
に
は
、
図
面
等
建
築
に
携

わ
る
資
料
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

鉄
骨
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

等
の
非
木
造
建
物
は
、
前
述
の
資

料
の
ほ
か
、
見
積
書
（
資
材
量
が

確
認
で
き
る
も
の
）
ま
た
は
、
竣

工
図
等
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※

対
象
建
物
を
所
有
さ
れ
た
方
で
、

調
査
日
を
指
定
さ
れ
た
い
方
は
前

も
っ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
町
税
務
課
　（
49

　
―
８
０
０
４
）

　
香
川
県
水
道
局
は
、
近
い
将
来
、

発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
る
南
海
大
地

震
に
備
え
、
宇
多
津
町
へ
の
水
道
用

水
供
給
停
止
を
回
避
す
る
目
的
で
、

県
営
中
部
浄
水
場
（
琴
平
町
櫛
梨
）

と
綾
川
浄
水
場
（
坂
出
市
府
中
町
）

を
結
び
、
双
方
か
ら
の
送
水
を
可
能

に
す
る
中
部
・
綾
川
連
絡
線
水
道
送

水
管
の
新
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
宇
多
津
町
水
道
課
も
同
時
に
、
老

朽
管
を
耐
震
型
の
水
道
管
に
替
え
る

布
設
替
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

過
去
に
地
震
等
が
起
き
た
被
災
地
で

は
飲
料
水
の
確
保
が
最
重
要
の
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
大
き
な
教

訓
と
な
り
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
下
水
道
工
事
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
本
町
は
、
県
内
有
数
の

下
水
道
普
及
率
を
誇
っ
て
お
り
、
現

在
、
本
町
南
部
地
域
で
の
供
用
開
始

を
目
指
し
、
工
事
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
　
今
回
の
上
下
水
道
工
事
（
工
事
個

所
図
・
表
１
参
照
）
は
、
稲
刈
り
な

ど
の
終
了
後
、
地
下
水
位
の
安
定
を

待
っ
て
工
事
を
開
始
す
る
た
め
、
複

数
の
工
事
が
集
中
し
ま
す
。
県
道
富

熊
・
宇
多
津
線
で
は
、
長
期
間
工
事

父
子
家
庭
に
も

児
童
扶
養
手
当
を
支
給

金
婚
式
ご
夫
婦
に
記
念
品

介
護
見
舞
金
の
支
給
申
請

新
築
住
宅
等
の
家
屋
評
価
実
施

固
定
資
産
税
算
定
で

祝
日
の
可
燃
ご
み
収
集

宇
多
津
町
原
子
爆
弾
被
爆
者

に
対
す
る
援
護
金
及
び
弔
慰

金
支
給

１０
月
中
旬
か
ら
南
部
地
域
で

実
施
の
上
下
水
道
工
事
に

ご
理
解
ご
協
力
を
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が
重
な
り
、
付
近
の
み
な
さ
ん
や
、

通
行
さ
れ
る
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
県
道
等
に
お
い

て
は
片
側
交
互
通
行
、
町
道
の
幅
が

狭
い
一
部
区
間
及
び
鴨
田
川
付
近
で

は
通
行
止
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
（
但
し
、
日
曜
日
は
工
事
を
休
止
）。

　
各
工
事
個
所
に
は
、
交
通
整
理
員

を
配
置
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
工
事
期
間
の
変
更
も
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

 

・
香
川
県
水
道
局
　
県
営
水
道
事
務
所

　(

48
―
０
５
１
１)

 

・
宇
多
津
町
水
道
　（
上
水
道
係 

49

　
―
８
０
１
０
・
下
水
道
係
49
―
　

　
８
０
１
１
）

行政相談
　 10月15日（金）　午後1時～3時
　 町保健センター
　 町総務課　蕁49－8013

人権相談
　 10月8日（金）　午前10時～午後3時
　 町保健センター2階研修室
　 町住民生活課　蕁49－8000

納税なんでも相談
　 月～金　午前8時30分～午後5時
　 町税務課
　 町税務課　蕁49－8004

高齢者なんでも相談
　 月～金　午前8時30分～午後5時
　 地域包括支援センター（保健センター1階）

　 地域包括支援センター　蕁49－8740

健康相談
　 毎週水曜日　午前9時～11時30分
　 町保健センター健康相談室
　 町保健センター　蕁49－8008

　 第1・3・5月曜日　午後12時30分～3時
　 やすらぎプラザ
　 地域包括支援センター　蕁49－8740

　 第2・4金曜日　午前9時～11時
　 サポートセンター
　 地域包括支援センター　蕁49－8740

病態栄養相談（要予約）
　 毎月第1・3・5水曜日　午前9時～11時30分
　 町保健センター健康相談室
　 町保健センター　蕁49－8008

育児相談・栄養相談
身体計測・保健師相談・栄養士相談
　 10月22日（金）　午前9時30分～11時
　 町保健センター健康相談室
　 町保健センター　蕁49－8008

子育て相談コーナー
子育てに関すること、いじめ、虐待など
　 月～金　午前9時～午後5時
　 町保健福祉課　蕁49－8003

障害者相談（身体・知的・精神）
　 毎月第3火曜日　午前9時30分～11時30分
　 町役場1階保健福祉課
　　　 町保健福祉課　蕁49－8003

心理判定員によるこども相談（要予約）
子育てや子どもの発達に関する相談など
　 10月25日（月）　午前9時～正午
　 町保健センター診察室
　 町保健センター　蕁49－8008

臨床心理士によるこころの相談（要予約）
ストレスや対人関係の悩みなど
　 10月14日（木）　午前9時～正午
　 町保健センター診察室
　 町保健センター　蕁49－8008

子ども教育相談
　 月～金　午前8時30分～午後5時
　 少年育成センター
　 少年育成センター　蕁49－4001

言語聴覚士によることばの相談（要予約）
　 10月28日（木）午前9時～正午・10月18日（月）午後1時15分～4時15分
　 町保健センター診察室
　 町保健センター　蕁49－8008

一般相談（要予約）
家庭不和、離婚、財産問題、老人福祉、
母子・父子福祉問題、その他日常生活の
あらゆる問題
　 毎週火曜日　午前9時～正午
　 町福祉センター相談室
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

身体障害者相談（要予約）
　 第3金曜日　午後1時30分～3時
　 町福祉センター相談室
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

法律相談（要予約）
　 11月9日（火）
　 町社会福祉協議会
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

介護相談・ボランティア相談
　 月～金　午前9時～午後5時
　 町社会福祉協議会
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

電話相談
福祉を中心としたあらゆる相談
　 月～金　午前9時～午後5時
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

交通相談
　 毎月第4金曜日　午前9時～午後3時
　 うたづ安全安心ステーション
　 町住民生活課　蕁49－8000
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問・受付

よく 　はなしを

●住民税（第3期）
●国民健康保険税（第4期）

●介護保険料（第4期［10月分］）
●後期高齢者医療保険料（第4期［10月分］）

今月の納期限 11月1日（月）
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区分 施工主体

表１

工事個所図

1

2

3

4

県水道局
宇多津町（合同）

宇多津町下水道係

県水道局

県水道局
宇多津町

工事実施期間・時間

H22年10月下旬～H23年2月下旬
午前9時～午後4時

H22年10月初旬～H23年3月下旬
午前9時～午後4時

H22年10月下旬～H23年2月下旬
午前9時～午後4時

H22年10月中旬～H23年3月下旬
午前9時～午後5時

4

1

2

3
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①ナスは薄い半月切りにし、塩もみしてしんなりすれば、たっぷ

りの水にさらし、アクを抜く。（塩もみの塩を振りすぎると塩

辛くなるので適量に）

②大葉は細い薄切りにする。

③梅干しは、種を除いて包丁で細かくたたき、Ａの調味料を合わ

せる。

④①の水気を絞り②を加えて、③で和えて器に盛る。
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ごみ・し尿係 49－8000
戸籍・住民票係・年金 49－8002
jyumin@town.utazu.kagawa.jp

福祉・保育所 49－8003
jyumin@town.utazu.kagawa.jp

国民健康保険・長寿医療・介護保険
49－8001

jyumin@town.utazu.kagawa.jp

49－8008
hoken-c@town.utazu.kagawa.jp

49－8004
zeimu@town.utazu.kagawa.jp

49－8005

49－8007
kyouiku@town.utazu.kagawa.jp

上水 49－8010
下水 49－8011

suidou@town.utazu.kagawa.jp

土木・建築・町営住宅 49－8012
kensetsu@town.utazu.kagawa.jp

49－8600
suidou@town.utazu.kagawa.jp

49－8009
kensetsu@town.utazu.kagawa.jp

49－8013
soumu@town.utazu.kagawa.jp

49－8014
gikai@town.utazu.kagawa.jp

49－8740

人口の動き（9／1現在）●人　口　…18,217（＋21人）（男）8,935人（＋9人）（女）9,282人（＋12人）●世帯数　8,011世帯

各課連絡先電話番号・メールアドレス

宇多津町ホームページアドレス
http://www.town.utazu.kagawa.jp

う～みん･ゆ～みんの「うたづ情報ナビ」
携帯電話サイトQRコード

www.u-min-machinavi.com/
kurashi/makeid/

キーワード　u415

子育て証明書の取得コーナー

utazu589001@once.88island.jp
・子育て支援情報
・行政アラカルト情報
・防災情報など

子育て･生活情報配信「くらしナビ」登録コーナー

www.u-min-machinavi.com/
●まちナビ
●恋S ナビ
●くらしナビ

トップページ

〈住民生活課〉

〈保健福祉課〉

〈健康増進課〉

〈保健センター〉

〈税務課〉

〈出納室〉

〈教育委員会〉

〈水道課〉

〈建設課〉

〈政策調整室〉

〈産業振興課〉

〈総務課〉

〈議会事務局〉

〈地域包括支援センター〉

【材料】（４人分）

ナス…………………３本
大葉…………………10枚
梅干し（うす塩）…大３個

酒…………………大さじ２
醤油………………少々
練りわさび………少々
塩（塩もみ用）…適量

【作り方】

ナスはアクが強くて変色しやすいので、料理で使う場合
には切ったらすぐに調理するか、水にさらしておくとい
いでしょう。長く水につけていると、うま味や栄養成分
が抜けていきますので、注意しましょう。

Ａ

＜実りの秋、食欲の秋、スポーツの秋……＞。食べ物がおいしい季節です。
バランス良い食生活と適度な運動を……。

ナスの 梅 肉 和え

　暑さも和らぎ、過ごしやすい季節を迎えました。秋ならではの食材が店頭に並び、食欲をそそられる方も多いのではない
でしょうか。秋は食べ物がおいしく感じられることから、ついつい食べ過ぎて……という話をよく耳にします。肥満予防の
ためにも、主食・主菜・副菜を揃えたバランスの良い食生活を送るように心がけましょう。旬の食材は栄養が豊富です。調
理方法を工夫して、秋の味覚をたっぷり味わいましょう。また日本人は野菜が不足しがちです。野菜はビタミン・ミネラル
が豊富です。副菜や汁物に野菜をたっぷり使った献立を取り入れるといいでしょう。
　今月の食材は『ナス』です。ナスは高温多湿を好む代表的な夏野菜ですが、一年中、食することができます。本来の旬は
９月から11月で、花が咲いた後、実が大きくなる時期の日当たりで品質が決まってしまいます。晴天の多い夏から秋にかけ
て育ったナスが一番おいしく育ち、水分や炭水化物、ビタミンやミネラルを含んでいます。油との相性がよく、炒め物、揚
げ物、天ぷらはもちろん、煮物、漬物、田楽、和え物など幅広い料理に利用することができます。今回はナスを使った和え
物をご紹介します。
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